


ド た 室 よ に ム
・
サ
ー
ビ
ス
（
国
際
ラ
ジ
オ
放
送
）

し が れ 英 巻 ・ Ｂし
並 ば 国 き 放か Ｂて
び 、 人 込 送し Ｃき
、 四 は ま ・英た （
第 Ｂ れ オ国の
四 パ Ｂ 、 ン外は
位 ー Ｃ 政 ラで、
が セ を 治 イ、「

こ シ ン か 的 ンＢ
ち ェ ト な に サＢ
ら イ が り も ーＣ
は ク 英 誇 難 ビの
ロ ス 国 り し ス「

原

麻
里
子

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ

ン ピ の に い の不
ド ア 最 思 立 質偏
ン で 高 っ 場 の不
」 あ の て に よ党 （

１（ る 輸 い 置 さ」 ） 英。 出 る か で「
国客 品 。 れ よ 放観 は 二 て く 送的 Ｂ き 知 協」 Ｂ た ら 会で Ｃ が れ ）） 正、 で 年 、 て は確「

あ 五 世 い 世ロ なニ
ュ
ー
ス
の
世
界
的
評
価
は
高
い

る 月 界 る 界ン 報 と 、 の 。 でド 道 答 英 公 Ｂ 最ン と え 国 共 Ｂ もの い た 政 放 Ｃ 有声 う と 府 送 は 名」 名 い の の 八（ な声 う 国 モ 十 文を 。 際 デ 年 化築 ち 貿 ル の 機く な 易 で 歴 関こ み 推 あ 史
のと に 進 り を
一）が

、
九

年
代
ま
で
は
、
英
国

に 第 機 続 通
で つお 二 関 け し
知 でい 位 が て て
ら あて に 発 い 、
れ り、 は 表 る 批

、る 大 ビ し 。 判
ジＢ き ー た を
ャＢ な ト 調 受
ーＣ 役 ル 査 け
ナワ 割 ズ 結 、

ー リを と 果 論
ル 果 王 に 争 ズ
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す 信 目 国 Ｂ ド今 Ｃ を た
大

ビ 以
る
と
さ
れ
た
。
三
十
三
歳
の
若
き

省 一 指 本 に Ｂ
が す 多 Ｃ九 稿
集 」 大 の二 で（め な 地二 はグ
る る 球年 いレ
受 利 上、 かイ
信 益 のド現 に

会許 を 地Ｂ し
長可 与 位Ｂ て
）料 え のＣ Ｂのを 続 柱の Ｂか財 け 石前 Ｃを源 て で身 ワ、

さ 世 ワ 私 震 の
学紀 シ 撼 ではら
・ン さ 、Ｂに （
ケ二 ト せ 私Ｂ二 ン十 ン る はＣブ世 新 事 最赴リ紀 支 件 後任五 ッ）

局 が の中年 ジに
大の 続 ス、、 お
学オ い タ「Ｂ け 英）ー た ッＢ 、る 国プ 。 フＣ 英 Ｂ にニ のの 国 Ｂ は

ス 一 外
へ 九 で
派 八 は
遣 八 そ
さ 年 れ
れ 三 を
、 月 テ
日 末 レ
本 か ビ
語 ら で
部 一 見
の 九 る
プ 九 こ

総
支
配
人
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ー
ル
ズ

と い あで ー私し る るあ ルの、 」 。る ド経政 と さ・験府 語 らサやや っ にー見広 て ワビ聞告 い ース （も ３収 る ルは ）織入 。 ド成りに ・功交財 サをぜ源 ー収な

ン 一マ の Ｃ 、グ 人イ 世 ワ 世で でケ 界 ー 界、 あル に ル にコ る・ 対 ド 誇フ 。グ す ・ れィ こレ る サ るー のイ 最 ー も・ 間ド 高 ビ のア に会 の ス がナ は長 贈 で 三ン 天は 物 あ つ国 安、 」 る あ

ロ 一 と
デ 年 が
ュ 三 出
ー 月 来
サ 末 な
ー ま か
と で っ
し 、 た
て 私 の
勤 は で
務 、 あ
し 当 る
た 時 。

・
ウ
ォ
ル
サ
ム
・
リ
ー
ス
は
、
Ｂ

を ビめが頼 スてらら はき考な 、たえい 英（
の英 てこ 国か国 みと に、放 たに 対送 今いな す会 後。っ る社 は

）た 評どは。 価の株そ とよ

連 門「 と 」 るＢ 事 事語 と 。Ｂ 務 件っ 、 そＣ （ 総 、２た 繰） れワ 長 東。 り はー は 欧
返 、ル 、 の
し 英ド 「 共Ｂ 耳 語・ 産Ｂ に 、サ 主Ｃ し オー 義ワ た ッビ 政ー 。 クス 権ル

。 在
一 籍
九 し
九 て
一 い
年 た
三 在
月 京
末 テ
を レ
も ビ
っ 局
て か

Ｂ
Ｃ
を
、
ソ
ビ
エ
ト
の
国

統

式し 尊う会て 敬に社編 を、と集 獲「
国し方 得
際て針 す
公誕は る
共生独 こ
放し立 と
送たを で
局。維 、

持 逓 を 英

ま スは 崩ド ブた抜 壊・ リ一群 、サ ッ九の 湾ー ジ九評 岸ビ 九価 戦（
ス オ年を 争は ッに得 とク、 はて いス恐 、お うフら Ｂり 世ォく、 Ｂ 界ー、

Ｂ ら
Ｂ 、
Ｃ Ｂ
日 Ｂ
本 Ｃ
語 ワ
放 ー
送 ル
は ド
終 ・
了 サ
し ー
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ワールド・サービス

退 ジ 国 身 う く 放 出 を 一 の 任 九 制
一
九
二
六
年
、
炭
鉱
の
労
使
紛
争

任 は 一 国人が
後 枢 民九にあ
、 機 へキる 三（
大 のリし）
臣 か 奉、 ス 年
も 教 仕彼 ト 代
歴 皇 事に 教 、
任 、 業よ の Ｂ
し 時 、道る Ｂ
た に つ徳公 Ｃ
。 は まを共 は
ま 、 り刻放 一
た 救 、印送 種

、 送 身 受 八 当 九
国 を で け 八 初 八
民 神 は た 九 、 パ
を の な 敬 年 民 ー
教 目 か 、 間 セ
育 的 っ な リ 会 ン
し に た ク ー 社 ト
、 か 。 リ ス と が
啓 な リ ス は し 受
う ー チ ス て 信

す 道 ス ャ コ 設 す
る 具 は ン ッ 立 る
た に 自 で ト さ メ

す 二 下
る 七 に
。 年 あ
Ｂ 、 る
Ｂ Ｂ 硬
Ｃ Ｂ 直
は Ｃ し
そ は た
の 公 放
目 的 送
的 法 局
、 人 と
権 の 、

が
国

対
労
働
組
合
の
全
面
対
決

興 世 公しの の
味 主 共た定 「
深 で サの義 ナ
い あ ーでは シ
こ る ビあ力 ョ（と 」 ス９るを ナ）に と で」持 ル。、 、 あち ・今二 リ る続 チで代 ー べけ ャも目 ス きて ー英会 は だい チ国（長 考 とる 」）

め し 分 あ ラ れ デ
に よ の っ ン た ィ
天 う 仕 た ド Ｂ ア
が と 事 。 東 Ｂ に
与 決 に グ 海 Ｃ 成
え 意 つ ラ 岸 で 長
た す い ス の あ し
機 る て ゴ 小 る て
会 。 道 ー さ が い
で 放 徳 の な 、 る
あ 送 主 王 町 リ 。
る は 義 立 で ー
。 貴 的 工 長 ス

限 ア
、 メ
任 リ
務 カ
を の
定 超
め 商
て 業
あ 主
る 義
国 的
王 ラ
の ジ

に
発
達
し
、
全
国
で
二
百
七
十
五

人の え 考（。 国のオ て えリ 民間ウ い たー のでグ た のス 教はル と では 会、ビ い あ）（
８Ｂー う るで）（ Ｂも 。 。ロ あＣス リー りはドコ ー 、

） 修ッ ス 「
プの 道ト は
ロ称 院ラ 「

放 重 ・ 芸 老 の
送 な 権 専 派 性
事 国 威 門 教 格
業 民 主 学 会 が
は 的 義 校 の Ｂ
営 資 的 を 牧 Ｂ（

７ 利 源 で 卒 師 Ｃ）
か で 、 業 の の
ら あ 明 し 性
は る ら た に 格
離 。 か 彼 生 を
れ そ に は ま か
て れ ユ 、 れ な

第 オ
一 局
次 の（

英特 中
国許 間放状 に送

を あ協
得 た会（
４た る））

。 と よ
一 な う
九 り な
三 、 放

万
人
が
ス
ト
に
参
加
し
た
。
こ

デ号 ・ン 独
ュを 英ド 占
ー獲 国の と
サ得 国牧 い
ーし 教師 う
は、 会の 乱
僧Ｂ と子
侶Ｂ いで な

Ｃ でうあ 手
、の イっ 段
彼会た メ で

。 長 ー 英 自

、 は ー エ 、 り
文 単 モ ス 厳 規
化 な ア タ し 定
的 る に ブ い す
・ 娯 欠 リ カ る
道 楽 け ッ ル こ
徳 の て シ バ と
的 手 い ュ ン に（

６使 段 た メ 派 な）
命 で 。 ン の っ（

５を は 彼 ト 教 た）
担 な は の 育 。

八 リ 送
年 ー 会
、 ス 社
Ｂ が に
Ｂ そ し
Ｃ の よ
は 初 う
、 代 と
英 会 し
国 長 た
人 に 。
口 就 一
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（ら 促 係 Ｂ に をハ で は の 報 不 増 ス の
の 進 は Ｃ よ Ｂ 何ッ
圧 す 繊 は れ Ｂ 回ト
力 る 細 王 ば Ｃ もン

報に た で 室 、 は 乗
告屈 め あ 特 Ｂ 偉 り
書し の る 許 Ｂ 大 越
はな も し 状 Ｃ な え、い の 、 に は る てギ

と で 時 よ 編 国 きリ
い あ に る 集 民 たガ
う る は 保 方 の 。ン

記主 点 緊 障 針 組 ま
者張 か 張 、 は 織 た
の

持 戦 事 独 第 」 偏
ち 実 立 二 の 不後
出 で を 次 提 党は
し あ 守 世 供 で、
て る る 界 に あ一
強 。 べ 大 よ っ九
い き 戦 っ た五
圧 だ を て の六
力 と 迎 信 か年
を い え 頼 にの
か う 、 を つス
け 意 政 獲 いエ
て 見 府 得 てズ

し は と
て Ｂ き
い Ｂ 、
く Ｃ チ
。 の ャ
リ 独 ー
ー 立 チ
ス の ル
は 必 蔵
信 要 相
頼 性 は
は を Ｂ
主 Ｂ「

は ら 状 国 独 で 最
イ単 、 態 に 立 あ 近ラ純 政 に よ し り でク

す 治 な る て 、 は報
ぎ 的 る 経 い 外 、道
る 圧 と 営 る 部 アを

事と 力 い 委 と か ン（
実批 の う 員 は ら ド） 無判 み 。 な い の リ
根す な さ ど え 政 ュとる ら ら の 、 治 ー結

の ず に 使 決 的 ・論
で 、 マ 命 し 圧 ギづ

き が は す は危
た 強 Ｂ る 論機
。 か Ｂ と 議の
そ っ Ｃ い が際
し た を う あに
て 。 国 英 る、
サ 検 営 国 。政
ッ 閲 化 型 シ府
チ は し の ーは
ャ 行 、 現 トＢ
ー わ 情 代 ンＢ
政 れ 報 的 はＣ
権 て 省 プ 、に

信 張 Ｃ
頼 し を
す 、 国
べ こ 営
き れ 化（
不 を し）
偏 阻 、
不 止 国
党 す の
な る 広
ニ 。 報
ュ Ｂ 機
ー Ｂ 関

あ 国 ー と て 力 リけ（
たる 民 レ 受 政 を ガ） ）。 の イ 信 府 歓 ン
もた は 許 か 迎 記
、め 、 可 ら し 者
Ｂに Ｂ 料 完 な の
Ｂ国 Ｂ の 璧 い イ
ＣＣ 決 に と ラ
のに は 定 独 、 ク
独奉 英 が 立 し 報
立仕 国 な で ば 道
をす の さ あ し を
印る 組 れ っ ば め

に い の ロ ゼ対
よ た 直 パ ネし
る が 属 ガ ス海
民 、 機 ン ト外営 Ｂ 関 ダ の放化 Ｂ に を 効送の Ｃ し 創 果へ危 が よ 造 はの機 国 う し 、助と 民 と た Ｂ成、 を し こ Ｂ金Ｂ ま た と Ｃ（Ｂ と 。 と が全

ス Ｃ と
」 は し
に ゼ て
よ ネ ス
っ ス ト
て ト ラ
得 の イ
ら 報 キ
れ 道 の
る を 収
と 通 拾
主 じ に
張 て 使

と 織 る た 言 ぐ
づい で の と わ る
けう あ で は れ Ｂ（ たこ り 、 い る Ｂ） 。と 、 Ｂ え 。 Ｃ

も 公 Ｂ な し と
あ 的 Ｃ い か 政
る サ と と し 府
。 ー 国 い ク と
外 ビ う リ の
部 ス の 。 セ 対
か を 関 Ｂ ル 立

Ｃ め し い額 「（
は 、 か う 信国 ）
国 国 し 。 頼費

）営 内 議 す
の化 の 会 べ
懲・ 士 内 き
罰民 気 で 不
的営 を も 偏
な化 上 、 不
削の げ Ｂ 党
減危 た Ｂ な

機 ま の Ｃ 情

し 国 お（
た 民 う）
。 の と
Ｂ 信 し
Ｂ 頼 た
Ｃ を 。
が 得 し
ど て か
の 、 し
程 権 、
度 威 リ
、 を ー
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ス

ワールド・サービス

ルれ 助 始 の か よ
ト

中 も チ こ
の
ロ
ン
ド
ン
本
部
は
こ
こ
に
あ
る

た 成 戦 さ ら仏 う
ガた 金 争 れ 独、 と
ルめ が 以 た 立独 考）、 出 前 。 し、 えだま る は 戦 て伊 てけず よ 、 争 い語 いで欧 う 国 終 な放 た放州 に 際 了 け送 。送放 な 放 時 れが しさ送 り 送 に ば開 かれ局 、 の は な始 してが そ 費 、 らさ リいブ れ 用 全 なれ ーた

東 一 ラ ナ の 一
向 九 ジ や 海 九
け 三 オ エ 外 三
の 八 放 ジ 放 二
ア 年 送 プ 送 年
ラ 一 に ト が 十
ビ 月 よ な 多 二
ア 、 る ど 言 月
語 戦 猛 英 語 、
放 争 烈 国 に Ｂ
送 勃 な の よ Ｂ
を 発 プ 権 る Ｃ
開 が ロ 益 世 は

。
そ
の
た
め
、
ワ
ー
ル
ド
・
サ
ー

ッ が は 世 いた スがシ 今 受 界 。。 は、ュ に 信 に 真開 直次・ 至 許 向 実戦 ち々ハ る 可 け に時 ににウ 。 料 て 満に 猛様ス ま か 四 ちは 反々に た ら 十 、七 対な移 一 払 五 包言 し言る 九 わ 言 容語 、語。 四 れ 語 力 「（に Ｂそ 一 て で のア
よ Ｂラの 年 い 放 あ
る

始 切 パ が 界 英
す 迫 ガ 大 放 国
る し ン き 送 本
。 た ダ い に 土
当 な を 中 な と
初 か 始 近 っ 海
、 、 め 東 た 外
外 英 た 地 。 の
務 国 。 方 一 自
省 は に 方 治
は こ 向 一 領
、 う け 九 、
中 し て 三 植

ビ
ス
は
ブ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ウ
ス
と
も

Ｃビ後 三 た 送 る
ア放 は、 月 が し 放
、送 国各 に 、 て 送フが 内言 は 戦 い のラ始 放語 、 争 た みンま 送部 そ が 。 がス

り とが の 始 権、
、 等ド同 前 ま 威
一 しイ所 年 る を

ツ九 くに に と 持
、四 、移 、 、 つ
イ三 ア動 Ｂ 議 」タ年 ラし Ｂ 会 とリ

東 た ア 五 民
向 枢 ラ 年 地
け 軸 ビ 、 を
の 国 ア イ 結
ニ ラ 語 タ ぶ
ュ ジ 放 リ エ
ー オ 送 ア ン
ス 放 を は パ
項 送 開 エ イ
目 に 始 チ ア
は よ し オ ・
英 る た ピ サ
国 プ 。 ア ー

呼
ば
れ
て
い
る
。

七 ビ、 Ｃ の 主ア
月 ア現 の 承 張、
に 語在 放 認 しア （

放は フも 送 を た）リ、 送ワ セ 得 。
カ日 でー ン て 九
、本 もル タ 、 月ス語 政ド ー 外 、ペ放 府・ が 務 欧イ

送 のサ 省 州ン
も 支ー 撃 か 向、

ビ さ ら 開 け 配ポ

に ロ 一 侵 ビ
有 パ 九 略 ス
利 ガ 三 正 （

帝な ン 八 当
国も ダ 年 化
放の に か の
送だ 対 ら た ）け 抗 は め をを す 、 、 開放 る ド パ 始送 た イ レ しし め ツ ス 、、
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か 復 は Ｃ 人 の で し タ ス ル
一
九
四
三
年
七
月
四
日
に
、
日
本

ら す 、 を ド 々
も る 投 聴 イ は
数 と 獄 い ツ ロ
千 、 ・ て は ン
通 ブ 追 い Ｂ ド
届 ッ 放 る Ｂ ン
い シ 、 人 Ｃ か（
た ュ 処 に 放 ら）
。 ・ 刑 罰 送 の
ハ も 金 に 臨
ウ 行 を 妨 時
ス わ 課 害 ニ
に れ し 電 ュ

発 ま て の ウン欧
行 た 、 ド ェス州
さ 一 レ ゴ ーの放
れ 九 ジ ー 、シ送
始 四 ス ル ベンは
め 二 タ 将 ルボ、
た 年 ン 軍 ギル欧
秘 か ス の ーと州
密 ら 運 自 、なで
新 は 動 由 オっは
聞 、 を フ ラた信
に 早 積 ラ ン。頼 情 朝 極 ン ダナで

一
九
四

年
六
月
の
パ
リ
の
陥
落

語
放
送
が
始
ま
っ
た
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に

は た 、 波 ー
全 が ナ を ス
欧 、 チ 流 を
州 最 ス し 聖
か 後 占 た 書
ら に 領 。 の
礼 は 下 ジ 言
状 、 に ャ 葉
が ド あ ミ よ
届 イ る ン り
い ツ す グ 信
た は べ で じ
と Ｂ て あ て

報 に 的 ス 、チき を 英 に の ポスる 提 、 支 本 ー占唯 供 仏 援 部 ラ領一 し 、 し も ン下の た 独 た あ ドの情 。 語 。 っ 、欧報 一 の し た チ州源 九 ニ た 。 ェでで 四 ュ が そ コはあ 四 ー っ の ス、
っ 年 ス て 結 ロＢ
た に を 、 果 バＢ

後
、
英
国
は
完
全
に
孤
立
し
、
枢

よ
れ
ば
、
日
本
語
放
送
を
聞
い
た

い Ｂ の る い
う Ｃ 国 。 る
。 放 で ま 」
フ 送 、 た と
ラ の ラ フ 伝
ン 受 ジ ラ え
ス 信 オ ン た
か 禁 は ス ほ
ら 止 没 の ど
だ を 収 ビ で
け 諦 さ シ あ
で め れ ー る
も た た 政 。

。 は モ レ 英 キＣ
デ こ ー ジ 国 ア放
ン れ ル ス は 、送
が ス タ 、 ユマ は
モ 信 ン 枢 ーー 「
ー 号 ス 軸 ゴク ロ
ル で 最 国 スの ン
ス 三 大 の ラナ ド
信 十 の 占 ビチ ン
号 分 シ 領 アス の
か 間 ン 下 の系 声（
ら 送 ボ に 亡新） 」、音 り ル あ 命聞

軸
国
に
対
抗
す
る
唯
一
の
国
と
も

の
は
軍
関
係
者
を
除
い
て
は
、

最 。 。 権
初 戦 フ や
の 争 ラ イ
月 が ン タ
に 終 ス リ
四 わ と ア
千 り ポ 当
通 、 ー 局
、 郵 ラ は
ド 便 ン 、
イ が ド Ｂ
ツ 回 で Ｂ

国声 、 が っ 政（
のに ナ Ｂ た 権
声代 チ Ｂ 人 が
、わ ス Ｃ 々 置
希っ 占 の に か
望て 領 声 と れ） とい 下 で っ 、は （
勇る の あ て ま）、 気。 欧 っ 、 た「 （

多 のＢ 州 た レ フ）
く 源Ｂ 諸 。 ジ ラ
の Ｃ 国 と ス ン

い
え
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
は
、
ノ

２０２
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わこ あ ト さ 年 月
た

て 容 し ら 元 で 日
目
的
の
取
材
報
道
も
記
さ
れ
、
Ｂ

の ら ル ボ れ 』 か
るメ ゆ コ ー て に ら検モ る 語 ン い 描 四閲（に 機 部 は る か 三の）

は 会 内 、 。 れ 年雰
、 を と Ｂ た 十囲
Ｂ 捉 政 Ｂ 気 全 一

）Ｂ え 策 Ｃ 体 月
はＣ て 助 が 主 ま
、は 、 言 見 義 で
オ不 ト 者 せ 的 、
ー偏 ル と た 雰 Ｂ
ウ不 コ 情 最 囲 Ｂ

第 、 は れた
二 大 るこ
次 族 本 のと
大 は 営 での
戦 疎 発 はあ
下 開 表 なる
の す と い人
Ｂ る は かで
Ｂ こ ず と、
Ｃ と い い摘
海 に ぶ う発
外 な ん さ
放 っ 異 族れ

将 、 本
官 自 全
宅 分 国
が で で
自 組 百
宅 み 人
か 立 以
ら て 下
徒 た で
歩 ラ あ
の ジ ろ
距 オ う
離 で と

Ｂ
Ｃ
と
国

は
協
力
し
て
い
た
こ

ェ党 の 報 高 気 Ｃ
ルの 友 省 の 東（
の 現真 好 と プ 洋在情実 的 の ロ 部の報を か 間 パ イみ省報 つ の ガ ンなの道 中 メ ン ドら手し 立 モ ダ ず 課にて 的 が 術 、 の握い 立 は 過「 トらる 場 真 戦 去 ーれ もと は 実 時 ク改たい 重 」 中 番

送 た な のて
も 。 る 心も
情 戦 。 配大
報 時 日 に丈
省 中 本 、夫
の の は 祖と
厳 日 負 父い
し 本 け はう
い で て 元ほ
監 も い 将ど
督 、 る 官の
下 Ｂ 」 の人
に Ｂ と 名だ

に Ｂ 推
あ Ｂ 測
る Ｃ し
た 放 て
め 送 い（
、 を る）
時 受 。
折 信 戦
お し 時
宅 、 中
へ 民 、
出 間 東
か 人 京

と
が
見
て
と
れ（
る）
。

変Ｂう 要 を の 組しＢ見 で ど 海 、 プＣか あ の 外 さ ロのけ り よ 放 ら デ検を 、 う 送 に ュ閲維 英 に に は ーを持 国 報 あ 人
サ間体す は 道 る
ーの験る す と「
で心した 人 る い（ ま あため 道 か う） で っ結の 的 を 。 も た果注 な 伝 ト 改

置 Ｃ 前と
か 放 族 を話
れ 送 に 明し
て は 話 かて
い 少 し すい
た し て こた
。 は い とと
ジ 、 た はい
ョ そ そ なう
ー の う か。
ジ 働 だ っそ
・ き 。 たしオ を こ がて

け も の
て 集 自
は ま 由
、 っ ケ
Ｂ て 丘
Ｂ 、 で
Ｃ そ 、
放 の 高
送 放 齢
を 送 の
聴 を 引
い 聴 退
て い し

。、意 」 え ル 変 オそや 国 て コ し
ーれ、 で い は よ
ウうを興 あ る 中

と ェ風味 る 。 立
す ル刺深 と そ 国
る の的い 伝 れ で 、に軍 え に あ 社 『
一書事 る よ っ 会
九い的 と れ た 全
八た政 い ば が 般（

治 う 、 、 と 四に）
。

ー し う 、帰ウ て し こ宅ェ い た の後ル た Ｂ 元、は と Ｂ 将祖、 い Ｃ 官父一 え の はは九 る 情 英、四 。 報 国「
放一 に に
送年 よ 暮

八 っ 内 ら

い て た
た い 海
。 た 軍
ス と の
パ い 将
イ う 官
と 。 が
し 私 押
て の 入
捕 祖 れ
ら 父 の
え も 中

２０３



の が だ そ で 三 し ド い 済 け
入
口
の
扉
は
閉
め
ら
れ
て
警
備
員

一 、 が の は 戦 十 二
九 世 、 編 、 後 二
九 界 ア 集 最 も 言
一 で フ 方 も Ｂ 語 六
年 の ガ 針 高 Ｂ で 年
、 Ｂ ン は い Ｃ 放 三
湾 Ｂ 戦 非 評 の 送 月
岸 Ｃ 争 常 価 国 し 末
戦 の 、 に を 際 て ま
争 評 イ 独 受 放 い で（
の 価 ラ 立 け 送 る に）
際 を ク し て は 。 、
、 高 戦 て き 、 ア

・ う を 一
サ 経 反 九
ー 緯 映 四
ビ を す 八
ス た る 年
は ど よ 、
、 っ う エ
英 た に ン
語 が な パ
以 、 る イ
外 一 。 ア
に 九 一 ・
も 九 九 サ

れ 各
ば 言
な 語
ら 放
な 送
い と
、 検
つ 閲
ま の
り 間
、 に
放 は
送 様

に
守
ら
れ
、
ブ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ウ
ス

私 め 争 い た 報 ラ
は る に る 。 道 ビ
Ｂ こ 関 と 聴 の ア
Ｂ と す 信 取 正 語
Ｃ に る じ 者 確 テ
に な 、 て は さ レ
勤 り 米 い 、 、 ビ
務 、 ネ る ワ 独 放
し ワ ッ 。 ー 立 送
て ー ト し ル 性 開
い ル ワ か ド 、 始
た ド ー し ・ 不 費
。 ・ ク 国 サ 偏 用

四 五 ー
十 年 ビ
二 代 年 ス
言 に 代 は
語 入 は エ
で り 縮 ク
放 、 小 ス
送 ワ 、 タ
し ー 一 ー
、 ル 九 ナ
世 ド 六 ル
界 ・ ・
中 サ 年 サ

を 々
中 な
断 問
し 題
な が
け あ
れ っ
ば た
な が
ら 、
な 各
い 番
と 組

内
の
者
で
も
、
部
外
者
は
自
由
に

当 サ テ 際 ー 不 捻
時 ー レ ラ ビ 党 出
、 ビ ビ ジ ス 、 の
ア ス の オ は 番 た
ラ の 放 英 組 め「
ビ 評 愛 送 国 の 、
ア 価 国 が 政 質 十
語 も 的 外 府 の 言
部 高 」 交 の 高 語
は ま 報 と 助 さ を
日 る 道 密 成 で 閉
本 こ と 接 金 信 鎖
語 と 好 な に 頼 し

で ー 代 ー
毎 ビ は ビ
週 ス 拡 ス
一 と 張 （
億 い 、 海
五 う 一 外

放千 名 九
送万 称 七
）人 に 三
との な 年
名聴 る の
称取 。 オ（ を者 二 イ）

い の
う 責
こ 任
と を
は 負
な う
か 英
っ 国
た 人
。 ス
タ
ッ
フ

立
ち
入
り
し
に
く
い
雰
囲
気
に

部 に 対 関 よ さ 、
の な 照 係 っ れ 二
一 る を が て 、
階 。 見 あ 運 世
下 せ る 営 界 六
に た こ さ の 年
あ Ｂ と れ 国 四
っ Ｂ は て 際 月
た Ｃ 否 い 放 以
が の め て 送 降
、 報 な も の は（
部 道 い 、 中 、）

。

変が ル
えこ ・
、れ 六 シ
政を 年 ョ
府聴 初 ッ
のい め ク
方て ま 以
針い で 降
とた 、 は
国。 ワ 削
民し ー 減

か ル と 経

が
放
送
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
ら
な

２０４
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選 う 平 賞 す す 放 ア 圧 立 送 ッ ビ な
ル
シ
ア
、
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
語
の
放

さ 挙 に へ 一 賛 る べ
ら の な の 方 す 一 て
に 結 っ プ 、 る 連 を
、 果 て ロ ブ 手 の 知
ア 、 い セ ル 紙 報 っ（
メ ン る ス ン を 道 て）
リ ク 。 や ジ 受 で い
カ ル 二 和 で け 、 る
で ン 平 は 取 こ 」
の ジ 案 一 っ の と
同 ザ を 九 た 年 記
時 大 年 、 九 。 の 者
多 統 に 地 三 イ 会

滞 Ｂ 力 し の セ送
在 Ｂ を た 湾 ーを
中 Ｃ か ア 岸 ジ聴
に 放 け ラ 戦 をき
、 送 て ビ 争 リ、
モ の は ア 関 レ事
ス 情 こ 語 連 ー態
ク 報 な を 報 しを
ワ に か 話 道 た正
で 助 っ す は 。確
保 け た 人 イ 一に
守 ら 。 に ラ 九把
派 れ 番 ク 九握

サ っア
ウ て語
ジ い放
ア た送
ラ 。は
ビ 当、
ア 然『

ガ 人 、（ ル と ア） フ 出 ラ
国 ビ（

湾 し ア岸 た 語）
送
を
強
化
し
た
。
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー

発 領 締 元 年 タ 見
テ が 結 の に リ で
ロ 就 さ 言 内 ア 冗
事 任 れ 葉 戦 賞 談
件 し た で が 大 を
以 た ア 伝 勃 統 言
降 。 ル え 発 領 い
、 ー る し 賞 、
Ｂ シ こ 、 を Ｂ
Ｂ ャ と 混 受 Ｂ
Ｃ 和 で 乱 賞 Ｃ
は 平 、 が し の
ア 合 ブ 続 、 報

の た 組 寄出
ク 大 の り 年来
ー 物 モ で 九た
デ 政 ニ あ 月と
タ 治 タ る かい
ー ー と らう（
が も を 批 十。）
発 い 依 判 二ク
生 る 頼 さ 月ー
し 。 し れ まデ （
た 一 た 、 でタ ）
。 九 。 当 にー
軟 九 し 時 、失

ク 部リ
ウ スン
ェ タク
ー ッ』
ト フと
人 のい
は 精う 、 神番 Ｂ 的組 Ｂ 重で Ｃ 圧、 放 はク 送 大ウ語

放
送
は
、
ソ
連
軍
の
ア
フ
ガ
ニ

フ 意 ル い 当 道
ガ に ン て 時 に
ニ よ ジ い の 感
ス り の た メ 謝
タ 、 市 。 ー の
ン 二 民 同 ジ 言
と 社 国 ャ 葉
そ 会 向 ー を
の 一 が け 首 述
周 年 そ の 相 べ
辺 暫 の キ か た
地 定 和 ル ら 。
域 政 平 ン も Ｂ

禁 一 か の 六敗
状 年 し ア 千の
態 八 政 ラ のあ
の 月 府 ビ メと
大 、 は ア ッモ
統 ソ Ｂ 語 セス
領 ビ Ｂ 部 ーク
は エ Ｃ 長 ジワ
、 ト に サ がに
地 連 対 ム 放戻
下 し ・ 送っ
室 の 、 ヤ さた
で ゴ ス ン れ大

を きェ 聴 かー く っト た たと め 。イ にラ 競
ク っ
を て
出 短
国 波
で ラ
き ジ（

ス
タ
ン
侵
攻
後
の
一
九
八
一
年

の 権 へ ジ 、 Ｂ
言 成 の 語 報 Ｃ
語 立 プ 放 道 は
で 。 ロ 送 の こ
あ 二 セ が 迅 の
る ス 、 速 ク
、 に 内 さ ー
ア 五 関 戦 と デ
ラ 年 わ 終 有 タ
ビ 八 れ 結 効 ー
ア 月 る 、 さ に
、 、 よ 和 を 関

発 ル エ ガ た統 見 バ ズ ー 。領 し チ 危 は とは た ョ 機 独 こ、 ラ フ の 自 ろ「
Ｂ ジ 大 時 調 が
Ｂ オ 統 の 査 ア
Ｃ で 領 よ を ラ
は 、 が う 行 ビ
す Ｂ ク な い ア
で Ｂ リ 強 、 語
に Ｃ ミ い 独 放

な オ） い を
買

族 い
と 求
友 め
人 て
た い
ち た
へ 。
の ア
メ ラ

２０５



ト ル 送 ソ で ャ て を Ｂ に
ま は 一シ
た 今 九ア
、 で 九語

を 最 もの
設 近 、 年オ
立 は 時 代ン
し Ｂ 々 、ラ
た Ｂ ジ ビイ
が Ｃ ャ ルンと
、 の ミ マ・英こ オ ン 、ニ語こ ン グ イュのに ラ さ ラーサは

連 あ ミ 冷 お
圏 る ン 戦 り
の 。 グ 中 、
地 し を 、 国
元 か し 一 内
の も な 九 ラ
言 、 か 八 ジ
語 ソ っ 八 オ
に 連 た 年 を
よ で 。 一 含
る は ソ 月 む
放 英 連 ま 全
送 語 の で 放

Ｆ Ｂ 始
Ｍ Ｃ ま
ラ 放 っ
ジ 送 た
オ は 。
で 同 ア
聴 国 フ
く で ガ
こ は ニ
と 極 ス
が め タ
出 て ン
来 重 は

イ れ クスイ
ン て 、「 ト微 ・ い リ

妙 ニ る ビ
な ュ 。 ア
問 ー も
題 ス 、
」 が 自へは 人 国の掲 へ 気 民ア載 の を がクせ ア 得 Ｂセず ク て Ｂス、

は を 政 の 送
極 理 治 二 局
め 解 十 の
て す た 四 中
重 る ち 年 で
要 人 は 間 一
で が 、 、 番
、 少 ラ ソ 高
多 な ジ 連 い
く い オ は 聴
が の を ロ 取
ジ で 外 シ 率
ャ 、 交 ア で

る 要 非
。 な 識
五 メ 字
地 デ 者
方 ィ が
で ア 多
行 で く
わ あ 、
れ り 多
た 続 く
最 け の
新 た 人
の 。 々

セ い Ｃが英 ス る 放不国 が 。 送能の 不 し をで柔 能 か 聴あら に（ し かるか ） な 二 な。い っ い最ニ た よ近ュ 。 六 う、ー ま 年 にＢス た 一 とＢを 中 月 ジＣ掲

ミ 当 ニ 語 あ
ン 局 ュ 放 る
グ は ー 送 。
さ 英 ス に
れ 語 と ジ
て 放 諜 ャ
い 送 報 ミ（
た を 情 ン）
。 心 報 グ
配 関 を
す 係 行
る の っ
必 情 た

調 現 が（
査 在 困）
で 、 窮
は 十 状
、 四 態
六 都 に
七 市 あ
パ で り
ー 、 、
セ パ テ
ン シ レ
ト ュ ビ
の ト を

国 二 ャは載 国 十 ミ
中し 内 四 ン

て 国 で 日 グ
い 向 は 、 を
る け 、 イ し
。 の 中 ラ た

国 ン 。
語 国 中
の 内 国
サ の 語
イ ペ 放

要 報 が
が 源 、
な と 英
か し 語
っ て 放
た 頼 送
。 っ に
こ て は
の い 決
た た し
め か て
、 ら ジ

人 ゥ 購
が ー 入
Ｂ 語 で
Ｂ と き
Ｃ ペ な
を ル い
定 シ 。
期 ア し
的 語 た
に の が
聴 番 っ
い 組 て

２０６
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局 方 Ｂ 記 い 集 放ス す る
送ク

、
ロ
シ
ア
、
キ
ル
ギ
ス
、
カ
ザ

に 世 面 Ｂ 者 情 部 一
独 界 か Ｃ の 報 門 九
自 に ら ジ ネ を と 九
の Ｂ 激 ャ ッ も の 六
特 Ｂ し ー ト つ 協 年
派 Ｃ い ナ ワ 地 同 、
員 の 非 リ ー 元 と ワ
を 支 難 ズ ク の い ー
派 局 の ム 、 情 う ル
遣 は 声 内 国 報 機 ド
し 四 が 部 際 源 構 ・
た 十 上 の ニ 、 改 サ
り 五 が 多 ュ 大 革 ー

ト る 一 の ワ
）で こ は ー九 ・

取 と 、 ル九 ニ
材 に ワ ド一 ュ
し な ー ・年 ー
な っ ル サ、 ス
け た ド ーニ を
れ 。 ・ ビュ 統
ば す サ スー 括
な な ー のス す
ら わ ビ ニ収 るな ち ス ュ集 グく 、 に ー部 ロフ

語
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
取
材
用
に

、 あ っ 様 ー き が ビ（
通 る た 性 ス な さ ス）
信 が 。 、 取 政 れ は
員 、 国 材 治 る ニ
を そ 際 網 的 こ ュ
常 の 性 に 知 と ー
駐 中 、 負 的 に ス
さ に 地 っ 独 な 収
せ は 元 て 立 っ 集
た ワ の い に た 作
り ー 専 る あ 。 業
し ル 門 が る ワ の
て ド 、 と ー 独

な 各 は ス門 ーっ 番 独 ル（ バニた 組 自 ールュと 独 の ム・ー、 自 ニ はニス批 の ュ 、・ ュ判 編 ー Ｂギ ーさ 集 ス Ｂャ スれ 権 ル Ｃザ ・た は リ ー のデン。 な ム ティグく が レビ・な あ ビ
デ ジ設

置
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
二

い ・ と こ さ ル 立
る サ コ の れ ド し
。 ー ネ 改 て ・ た
例 ビ ク 革 い サ 編
え ス シ は る ー 集
ば が ョ 、 。 ビ 権
ウ 独 ン そ ワ ス を
ズ 自 の の ー の 削
ベ に シ ネ ル 価 減
キ 開 ン ッ ド 値 さ
ス い ボ ト ・ は れ
タ た ル ワ サ 、 、
ン 支 を ー ー 国 中

り り セィ ョ、 、 ンビ ン取 そ タジ と材 こ ーョ 連ス で にン
携）タ 記 あ
しはッ 事 る
てラフ を 、
いジは 書 国
るオニ い 内
。とュ て 放
たテー い 送
だレス る や

五
年
五
月
の
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ

の 局 犠 ク ビ 内 央
タ も 牲 を ス ニ 主
シ あ に 淘 の ュ 権
ケ る す 汰 成 ー 化
ン し る す 功 ス さ
ト 、 こ る は よ れ
支 ま と こ そ り た
局 た に と の も ニ
は 既 対 で 通 、 ュ
、 存 し あ 信 よ ー
ウ の 、 る 員 り ス
ズ 支 各 。 と よ 収

国ビ収 こ ワ
内の集 と ー
放報部 で ル
送道門 あ ド
や取が る （

有ワ材決 。
料ーをめ
のル中た 国ド央コ 際と集ン テ

異権テ レ
キ 化 な ビ
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要 放 秀 ド 化 人 ス 英 ル 事 う を ス 信 ン
性
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

二 送 な ・ ク し た の（
局 人 サ た ち ニロ ）
と た ー 」 が ュア

一 し ち ビ が 加 ーチ
年 て が ス 、 わ スア
の よ 集 は ワ っ ルの
ア り ま 政 ー て ー新
メ 良 っ 府 ル い ム聞
リ く て か ド る に記
カ 発 く ら ・ の 関者
の 展 る 距 サ で しか
同 す 。 離 ー 、 てら
時 る 彼 が ビ 他 言Ｂ

国 ー ま す 利 はを
人 ム た る 用 独書
特 の 約 こ し 自く
派 特 十 と 、 の研
員 派 年 で 特 取修
よ 員 前 ニ 派 材を
り ・ か ュ 員 活受
も 通 ら ー が 動け
そ 信 、 ス 取 もら
の 員 各 に 材 行れ
地 ・ 言 権 し っ、
域 プ 語 威 た て研
の ロ の と 国 い修

員 ま 事
二 た 件
人 ア 以
を ラ 降
バ ビ 、
ン ア 現
コ 語 地
ク 放 政
に 送 府
常 は か
駐 、 ら
さ ア Ｂ
せ ラ Ｂ

き
た
。
ワ
ー
ル
ド
・
サ
ー
ビ
ス
の

多 こ ら あ ス の えＢ発 と は り も Ｂ ばＣテ に 官 独 内 Ｂ 、のロ も 僚 立 部 Ｃ ニプ事 な や し か 放 ュロ件 っ 政 て ら 送 ー
デ以 た 策 い コ よ ス
ュ降 」 決 る ス り の
ー、 と 定 の モ は 制
サＢ 語 者 で ポ 地 作
ーＢ る の 、 リ 域 に
にＣ 。 統 本 タ の 、
転内 制 物 ン 専 完

事 デ 英 広 際 る後
情 ュ 語 が 的 。、
に ー に り 政 もニ
通 サ 極 を 治 ちュ
じ ー め 持 ろー
て と て つ や んス
い し 堪 こ 現 九ルる て 能 と 地 六ーの 短 で が の 年ムで 期 優 出 人 以へ、 間 秀 来 と 前移深 、 な る の か動い 母 プ か イ らす

て ビ Ｃ
い ア の
た 語 支
し を 局
、 話 ス
カ す タ
リ す ッ
ブ べ フ
海 て に
向 の 対
け 国 し
放 に 嫌
送 特 が

貢
献
と
、
ワ
ー
ル
ド
・
サ
ー
ビ
ス

職で を の 化 門 璧
し後 受 ジ し 性 に
て退 け ャ て が 母
二し ず ー い 高 国
十て に ナ る ま で
年い 、 リ の り 大

た 質 ス で や 学の
国 の ト あ す 教ジ
際 高 や る い 育ャ
ニ い Ｂ 。 。 まル
ュ 報 Ｂ 英 でコ
ー 道 Ｃ 国 受・
ス や で は けボ

取 国 ロ ら ン 、る材 の デ だ タ ワこが み ュ 。 ビ ーと出 な ー ュ ルも来 ら サ ー ド
ある ず ー 、 ・
るこ 、 は 記 サ
。と そ 希 者 ー
さも の 望 の ビ
ら多 近 に リ ス
にい 隣 よ ポ で
こ。 諸 り ー は
うし 国 、 ト 、

に 派 ら
も 員 せ
現 ・ や
地 通 脅
の 信 迫
通 員 が
信 を あ
員 置 り
が い 、
い て 同
る い 年
。 る 十
一 。 月

の
地
域
特
派
員
と
専
門

の
ネ

報 分 働 、デ 「
道 析 き 内 さィ
、 し た 部 らネ
調 た い か にリ
査 番 と ら はッ
報 組 思 コ 仕ク道 の う ス 事はの 制 、 モ を、価 作 非 ポ し「

ワ値 を 常 リ て
ーと し に タ い

必 、 優 ル ン た

した に ニ も Ｂ
たが 派 ュ 録 Ｂ
記っ 遣 ー 音 Ｃ
者て さ ス で 本
たワ れ ル 登 体
ちー も ー 場 の
がル す ム し ニ
、ド る で て ュ
ニ・ 。 英 い ー
ュサ 彼 語 た ス
ーー ら で 。 素

ビ は ス 記 こ 材

方 閉 末
今 鎖 に
で に 支
も な 局
ワ っ は
ー た 閉
ル タ 鎖
ド イ さ
・ 語 れ
サ 部 た
ー も 。
ビ 通
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手 ズ ュ と 務 読 タ ン ニ ッ
て
い
な
い
と
き
に
使
用
す
る
の
は

言 る の 引 ・ ー
。 Ｂ き言 ガ葉 サ
こ Ｂ 」葉 イで ー
う Ｃ にを ド伝 ズ
し へ は私 ラえ ・
た の 、た イる ガ
犯 信 概ち ンべ イ
人 頼 要 」自き ド
に は 次 の身で ラ
つ 、 の 内のあ イ
い 感 よ 容言る ン
て 情 う を。 葉 」
は 的 に 一とま を

す ワ 契 ーい
る ー 約 しう
。 ル 者 、言
Ｂ ド で 翻葉
Ｂ ・ あ 訳を
Ｃ サ る し使
ス ー メ 続わ
タ ビ デ けな
ッ ス ィ てい
フ の ア いこ
が 各 、 ると
Ｂ 言 外 。で
Ｂ 語 国 こあ

ュ トグ
ー・ ワ
ス ーサ
で クー
も 、ビ
、 「ス 知ワは 的ー、 でル世 、ド界 仲・中 介サの 的ー約 な、

不
適
切
で
も
あ
る
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の

、 ま 書 新した 貰「 た い、 て し い
は て 、「 用 、発解 価 あ 「い こ犯 編放 値 るる の」」 集判 。べ 点「「 ガ攻 断軍 き にイ撃 を法 で つド者 含会 は いラ」 む議 な てイ「 言」 い 研銃 ン葉「 。を 修処 」の「

持 を刑

Ｃ の 政 れる
の プ 府 は。
ロ 、 Ｂ私 「

不 デ 主 Ｂも
偏 ュ 要 Ｃ着
不 ー な の任 党 サ 会 ニし 」 ー 社 ュた 「 は な ーば 客 、 ど スか 観 日 へ 収的り 本 の 集」の で 重 作なプ

ビ百 ジスの ャの言 ー地語 ナ域に リ専よ ズ門る ム
三 」が千 がニ以 突ュ上 然ーの 、スラ責

任
は
客
観
的
で
あ
り
続
け
る
こ

をテ 不っ 受」 作ロ 注た けと 成リ 意男 たい しス な」 。う たト 使「
二よ 」 が誘 用

う 、と拐 に
な い そ犯 よ

五言 う の」 っ
年葉 言「 て 「

反 六テを 葉 損乱 月、 ロの な兵 、明 報使 わ」

い 要 業報ロ え な の道デ ば 情 重をュ 記 報 要主ー 者 提 な張サ ・ 供 部すー デ を 分る研 ィ 行 をと修 レ っ 占きの ク て めにと タ い て、き ー る お必、 ・ わ りず

注解ジ 目説オ さを・ れ行
テ るっ
レ よて
ビ うい
・ にる
新 なの
聞 っを （
・ た見 ）イ 。る
ン ワこ

と
で
、
視
聴
者
に
誰
が
何
を
誰

Ｂ確 道用 れ「
Ｂな 時は武 る
Ｃ法 の避装 。
は律 言け集 Ｂ

的 語よ団 Ｂ 「
プ手 のう」 Ｃ
ロ続 使とと は
デき す 用い 、

が にべ ュう 他
執 関 ーきよ の
ら で すう 人 サ
れ な あ 々 る ー

職 翻 け 、触員 訳 だ 英れ向 者 。 国るけ ・ 政の倫 ア 府が理 ナ や
基 「 ウ 、テ準 ン 世ロ サ 界「 リプ ー 中スロ を のトデ 兼 購」

タ ーと
ー ルが
ネ ドあ
ッ る （

国ト 。
際、 さ テ通 ら レ信 に ビ

社 モ 放
を ニ 送
モ タ ）
ニ リ の

２０９



「 れ え る 啓 し修 ロ 国 ズ ロ か を る
て Ｂ ら 言 て辞 い れ 葉 下Ｂ 書的 る て の さＣ のな 。 い 使 いジ 中道 こ る 用 」ャ で徳 れ 。 は とー 、的 ら 注 注ナ 「

合 自の 意 意（ リ意 由） 倫 深 さズ」 の、 理 く れム た「 は 行 たは戦 め、 う 。、略 にプ べ ま「
的 不 戦

し の 考ラ ム リ れ
か 放 慮イ と ス た
し 送 し民 トン 講
英 シ 、・ 」主 演
国 ス 上とハ 主 会
留 テ 級いン 義 で
学 ム 編フ う 、の
中 の 集リ 言 Ｂ間
、 主 者ー 葉 Ｂに
私 要 に教 を Ｃ非
が な 相授 使常 ワ
点 談に ーうに「

傀 で の、 ルこ明

。 し に
か し「

手 し た引 、 のき 長 か」 年 ので 、 評も Ｂ 価、 Ｂ をス Ｃ 自タ は 分ッ で「フ テ 出がロ き た儀 偏 うの で 同（
礼 不 戦） ジ あ 学」 党 士ャ り 科で 」 もー 、 のあ と 敵ナ 言 アり かリ 葉 ラ「
続 客 らス の ンけ 観 見ト 定 ・、 性 れの 義 マ人 」 ば文 に ク々 と テ化 は フの い ロと 厳 ァジ う

儡 あ 上「 ドと確こ 国 る 、のもにの 」 控あ プ線傀 満 と える レが儡 洲 い めと ゼ引（国 」 う に述 ンか）
と 。 用べ タれと 論 いーてたい 文 るでいのう （に よあるは ）言 何 う。、 る葉 気 にマＢ ミは な 、ーＢ ッ

ロ 来
リ る「

テ ス よ
ロ ト う
リ 」 な
ス と 方
ト い 法
」 う で
と 言 報
い 葉 道
う は す
言 使 る
葉 用 こ
をリし 格 ーャ プ スて に レー ロ ト義 あ ンナ の 」務 た 教リ ジ とづ る 授ス ャ 記け べ もト ー しら き 、に ナ てれ だ テ対 リ いて と ィ（す ス るお い ー）る ト 。り う ン信 と こ、 の エ頼 し うジ は ーを

、 く とレＣ シ政 書 書イの ェ治 い かはお ル的 た れＢ ・陰な と てＢ フで意 （こ いＣ セあ味 ｂ（ろ るは イる ））が 、 。検」 ンあ ケ さ閲と もる ン ら組し 、の ブ に、 織 「
で 最リ 二「 で、 透 近ッ も

し と
使 な で
用 い あ
す と る
る 言 。
と っ
決 て
定 い
し た
た が
と 、
き 最
に 近

て しャ 、 ジ高 の たー 英 ャめ 二 政ナ 国 ーて つ 治リ の 向い の 的ス 学 け（
る） 倫 なト 校 の。 理 意に 教 社

の 味と 育 会
上 合っ の 人
に いて 中 類
築 のは で 学

、 か 教 あ の

日 明 でジ あ本 さ は大 五るの と 、学 年と勢 明 時社 十し力 晰 と会 一なが さ 場人 月が強 と 合類 にらい い に学 、、国 う よ科 東「
の テ りの 京

と は ロ 、キ で
直 ャ 英 リ テ 開

は で
、 は
Ｂ 事
Ｂ 情
Ｃ が
の 変
ガ わ
イ っ
ド て
ラ き
イ て
ン い
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あ

ワールド・サービス

スわ の ン る 験 用
フ

ス し て ュ に ち れ
る
。
実
際
、
私
が
取
材
し
た
時
は

っ 変 系 そ 。 とは
ォた 化 で の 教、
ー！ を 、 後 育オド」 示 非 、 にッ）と す オ 九 携クの言 大 ッ わスたっ き ク 年 っブめて な ス 代 てリにい 出 ブ 半 いッ毎た 来 リ ば たジ週。 事 ッ に がの平し で ジ は 、教

か あ 出 試 オ育二

た 一 い ー とブ は（
こ 九 た ス み、リ ）
と 九 。 ル なオッ
が 一 ー さッジ
あ 年 ム れクの
る 一 の て卒 ス
。 月 マ い業 ブ
例 、 ネ る生 リ
年 ワ ジ 。で ッ
ワ ー メ 八あ ジ
ー ル ンっ 以
ル ド ト 年た 外
ド ・ は 代。 の

る Ｂ
。 Ｂ
ニ Ｃ
ュ は
ー エ
ス リ
と ー（
時 ト）
事 主
問 義
題 で
番 あ
組 り

、
ワ
ー
ル
ド
・
サ
ー
ビ
ス
内
の
時

し っ 身 験 ッの本彼 た 者 制 ク特のも よ と 度 ス徴小、 う い や ブで論名 で う 採 リあ文門 あ よ 用 ッるを校 る う 方 ジ個書ロ 。 に 針 出人きン こ な が 身指続ド の っ 変 者導けン 採 て 更 をのて・ 用 き し 特スきス 結 た た にーた

・ サ 、 末オ エ
サ ー ケ 、ッ リ
ー ビ ン ニク ー
ビ ス ブ ュス ト
ス の リ ーフ 大
は 大 ッ スォ 学
、 学 ジ 訓ー の何 新 大 練ド 出千 卒 学 計出 身人 者 歴 画身 者と 史 のの が「
い ト 学 採時 二う レ 部 用事 、

部 、
門 オ
は ッ
Ｂ ク
Ｂ ス
Ｃ ブ
の リ
エ ッ
リ ジ
ー （

オト
ッ・
ク知
ス事

問
題
局
で
働
く
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ク 果 。 の 優パオー を こ か 遇ーッル 知 れ 、 しビク・ っ は 訓 てジスオ た 、 練 いョブブ 友 ワ 生 るンリ・ 人 ー に わ（
ッエ の ル 採 けケ
ジ ンコ 外 ド 用 で
生 ブノ 国 ・ さ は

リにミ 人 サ れ な
ッはッ プ ー た いジ、ク ロ ビ 三 と）

応 ー で に問 三募 ニ 優 お題 人者 ー 秀 いい（ の 」 な てた（中 成 、訓 のか 績 オ練 みら を ッ生 だ三 収 ク）
っ人 の め ス
た採 採 た ブ
と用 用 人 リ
いし 試 た ッ
う） て 験 ち ジ

的 フ集 ォ団 ー
と ド
み 大
な 学

とさ（
ケれ） ン、
ブエ リグ ッ

ゼ ジ
ク 大

ー
の
ほ
ぼ
全
員
が
オ
ッ
ク
ス
ブ

かス デ ス 人 話やなで ュ の 全 しチり修 ー ス 員 てュ有士 サ タ が いー利号 ー ッ イ たトでを は フ ン 。リあ取 に ド しア「
っ得 Ｂ も ・ かルたし Ｂ 、 パ し（
とた Ｃ Ｂ キ 採オ
思人 も Ｂ ス 用ッ

で 変 Ｃ タ え 試ク

。局 い が を の
九の た 大 多 卒

女 が 人 く 業
年性 、 気 採 生
代責 彼 と 用 が
に任 ら い し 好
入者 は う た ま
っが 常 番 こ れ

、 てに 組 と 、
そ もオ を を そ

、の ッ 制 誇 の
採 ク 作 っ ニ 他

テ 学
）ィ
出ブ
身へ
者の
が出
多世
いが
と早
非い
難人

た さ
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は 連 ど で グ 文 も 得 し が ヘ リ
、
ソ
連
軍
兵
士
と
し
て
ア
フ
ガ
ニ

軍 パ ・ 私 が あ
が シ 知 急 るの
ア ュ 識 激 と赴
フ ト 人 に 言任
ガ ゥ が 改 わ時
ニ ー 働 善 れ期
ス 語 い さ るは
タ 部 て れ が東
ン に い て 、欧
に は た い その
侵 、 。 る の共
攻 大 私 の 一産
し 学 の も 方主

化 、 オ だ ヘ 、ラ
が そ と ッ 当ッウ
強 れ 述 ド 時クン
く は べ は 、スド
流 窺 て 今 Ｂブを
れ え い で Ｂリ持 （
て る る も Ｃッつ ）（
い 。 。 、 内ジ人）
る 私 オ で卒、
よ に ッ 、業す
う は ク 自生な
に 、 ス 分のわ
見 Ｂ ブ が特ち

ッ 二 ッ
ド ジ
は 、
一 六 特
九 年 に
八 三 、
五 月 ケ
年 ま ン
六 で ブ
月 Ｂ リ
か Ｂ ッ
ら Ｃ ジ
八 東 出

ス
タ
ン
に
侵
攻
す
る
側
に
い
た
人

た 教 知 事 で義
と 授 人 実 、政
き や た で Ｂ権
、 医 ち あ Ｂ崩 （
た 師 を る Ｃ）壊ま も 挙 。 内前た い げ ででま た て はあ。 み エっに こ よ スたい の う ニのて 医 。 ッで、 師 ク、

え Ｂ リ ケ徴、
る Ｃ ッ ンは私
。 報 ジ ブ学営
Ｂ 道 出 リ問学
Ｂ 部 身 ッ的校
Ｃ 門 者 ジで（
の に は 出イ あ

ン 採 は き 身る
デ 用 リ わ だこ
ィ と ー め ととペ 昇 ス て いをン 進 が 多 う尊デ は 残 い と敬ン

六 京 身
年 特 者
三 派 が
月 員 多
の で か
九 あ っ
カ っ た
月 た 。
間 ジ
、 ョ
ワ ナ
ー サ
ル ン

も
い
た
。
彼
は
軍
役
中
、
基
地
か

危 は なワ機 元 バー一 大 ッル髪 臣 クドで の グ・息 ラ
サか 子 ウ
ーら で ン
ビ逃 、 ド
スげ パ を
で出 キ 持
はし ス つ
、た タ 人

、 し が 、すト
伝 た 、 皆・ る
統 キ 事 にス こ
的 リ 情ク と 「

ー な ス は ラだル エ ト だ ッと） リ 教 い キいか （ー 的 ぶ ーうら ）ト 倫 異 だ。最 と 理 な ね「
高 テエ 観 り 」
の ロス と 、 と
大 リタ オ む い

ド ・
・ ヘ
サ ッ
ー ド
ビ は
ス 、
の ケ
時 ン
事 ブ
問 リ
題 ッ
局 ジ
で 大

ら
逃
れ
て
き
た
と
い
い
、
ソ
連

多と ン 々
くい で に
のう 医 対
亡。 学 す
命逆 を る
者に 学 雇
やロ ん 用
反シ で 機
体ア い 会
制語 た
活部 。 等

に ソ 動 な

学 スブ ッ し わ
を トリ ク ろ れ
出 」ッ ス マ た
て とシ ブ イ と
い いュ リ ノ 述
る うメ ッ リ べ
人 言ン ジ テ て
が 葉ト の ィ い
か のの 価 ー る
な 定バ 値 の 。
り 義ッ 観 方 し
得 ク ・ に が か

訓 学
練 歴
生 史
と 学
し 部
て の
教 出
育 身
を で
受 あ
け る
た 。
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一 フ ス る う 外 い 多 元 学 ガ 亡 ェ に
ド
イ
ツ
の
放
送
局
の
た
め
に
働
い

九 で ブ タ 。 に
六 あ ッ ッ だ な
九 っ シ フ が る
年 た ュ が 、 。
に ゲ ・ い 各 私
西 オ ハ る 言 の
側 ル ウ 以 語 い
に ギ ス 上 が た
亡 ・ で 、 必 頃
命 マ は 契 要 は
。 ル 、 約 と 、
ロ コ 東 更 し ワ
ン フ 側 新 て ー

国 放 よ く ボ 生 リ
人 送 う い ー 運 ー
は 局 に た ト 動 人
英 派 、 。 ピ を 。
国 遣 仮 国 ー し 祭
で の 称 際 プ て 日
四 人 で 情 ル い の
年 の 放 勢 。 た 一
間 場 送 を 元 女 日
働 合 し 肌 南 性 だ
く 、 て で ベ 。 け
と Ｂ い 感 ト 自 国
市 Ｂ る じ ナ 分 境

命 コ は
、 ス 妻
オ ロ を
ッ バ 残
ク キ し
ス ア て
フ の き
ォ 人 た
ー 権 と
ド 抑 話
大 圧 し
学 に て
で 反 い

て
い
た
。
マ
ル
コ
フ
は
放
送
の
中

ド が の で い ル
ン 最 反 終 る ド
移 も 体 身 ス ・
住 有 制 雇 タ サ
後 名 派 用 ッ ー
は で の の フ ビ
、 あ 知 契 の ス
ワ ろ 識 約 数 で
ー う 人 を は の
ル 。 は 得 限 外
ド マ 数 る ら 国
・ ル 多 の れ 人
サ コ く は て プ

民 Ｃ 。 ら ム の を
権 と れ で 出 越
を の る 新 国 え
取 契 よ 聞 前 ら
得 約 う 記 に れ
す は な 者 、 る
る 二 国 を 十 の
権 、 の し 歳 を
利 三 人 て の 利
を 年 た い 長 用
得 で ち た 女 し
ら あ で と が て
れ る あ い 乗 、

学 対 た
ん す 。
だ る そ
チ 運 の
ェ 動 他
コ で 、
人 あ ハ
。 る ン
東 ガ「
欧 憲 リ
革 章 ー
命 七 で
後 七 地

で
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
共
産
党
政
権

ー フ 働 極 お ロ
ビ は い め り デ
ス ブ て て 、 ュ
の ル い 難 小 ー
ブ ガ た し 規 サ
ル リ が か 模 ー
ガ ア 、 っ な の
リ 時 そ た 部 契
ア 代 の 。 は 約
語 は 中 十 更
放 著 で 人 新
送 名 は 以 は
の な 、 下 終

の が る う っ 亡
で 、 。 亡 て 命
、 そ 今 命 い し
亡 れ で 者 た て
命 以 も 。 ボ き
者 外 中 ま ー た
も の 国 た ト ブ
Ｂ 人 語 、 が ル
Ｂ は 部 パ 難 ガ
Ｃ 、 な レ 破 リ
に 最 ど ス し ア
入 初 は チ 、 人
れ は 、 ナ 娘 。

、 」 下
十 に 新
年 最 聞
ぶ 年 を
り 少 発
に の 行
突 現 し
然 役 て
自 の い
宅 大 た
を 学 と
訪 生 い
ね で う

を
強
く
非
難
し
、
特
に
、
当
時

み 劇 ブ で 身
な 作 ル あ 契
ら ガ り 約
ず ・ リ 、 が
、 小 ア す 多
自 説 語 で か
由 放 に っ
ヨ で 送 終 た
ー あ の 身 よ
ロ っ ス 契 う
ッ た タ 約 で
パ が ッ の あ
、

ば 四 自 や を 中
、 年 分 ヨ 失 米
市 三 の ル っ で
民 カ 身 ダ た 独
権 月 元 ン と 裁
は の を 川 い 政
取 契 明 西 う 権
得 約 ら 岸 ベ に
出 に か 出 ト 反
来 な に 身 ナ 対
る る し 者 ム す
よ 。 な も 人 る

、 サ 女
母 イ 性
を ン 教
驚 し 員
か 、 。
せ 退 一
た 学 九
と 処 七
い 分 七
う を 年
ハ 受 、
ン け チ
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件 る 密 コ 挫 産 と の 見 じ ル 込 中 派 の
こ
れ
は
、
英
国
で
最
も
有
名
な
未

の フ 警 フ 一 い 党 住
捜 ァ 察 の 九 た 政 ん
査 イ が 暗 九 と 権 で
は ル 証 殺 八 話 樹 い
打 は 拠 は 年 し 立 た
ち 大 を 前 九 た 記 。
切 量 隠 共 月 。 念 ア
ら に 滅 産 、 九 日 ナ
れ 処 し 主 マ 月 に ベ
た 分 た 義 ル 十 マ ル
の さ と 政 コ 一 ル は
で れ し 権 フ 日 コ 、
あ 、 て 時 の 、 フ マ

ス 一 さ ら コ ま 一
タ 九 れ れ フ れ 九
ッ 八 て て は て 七
フ 九 い き い 八「
で 年 る た 非 た 年
あ 晩 。 が 合 毒 九
っ 秋 、 法 薬 月
た 、 犯 的 リ 七
ア 私 人 に チ 日
ナ は は 殺 ン 、
ベ マ 不 害 を マ
ル ル 明 さ 体 ル
は コ で れ 内 コ

止 の ト
さ 活 ド
せ 動 ル
た を ・
い 鼓 ジ
と 舞 フ
語 す コ
っ る フ
た も 国
と の
言 と 評
わ み 議
れ な 会

解
決
の
殺
人
事
件
で
あ
っ
た
が
、

る ま も 代 死 マ が ル
。 た 、 の 後 ル 死 コ
、 ブ 最 二 コ ぬ フ
そ ル も 十 フ こ が
れ ガ 暗 周 は と 攻
に リ い 年 亡 が 撃
関 ア 事 に く 企 さ
与 当 件 あ な ま れ
し 局 で た っ れ た（
た は あ り た て 九）
人 こ る 、 。 い 月
は の と 当 た 七
自 事 語 時 が 日

、 フ あ た に フ
ロ 関 っ 」 打 は
ン 連 た と ち ロ
ド 番 。 の 込 ン
ン 組 一 結 ま ド
南 制 九 論 れ ン
郊 作 八 を 、 の
ク の 九 出 死 ウ
ラ た 年 し 亡 ォ
ッ め の た し ー
パ 、 共 。 た タ
ム 英 産 こ 。 ー
に 国 党 れ 四 ル

て さ 議
い れ 長
る て の
。 い 政
た 治
。 を
一 独
九 裁
七 的
と

年 厳
代 し
に く

そ
の
容
疑
者
が
浮
か
び
上
が
っ
て

殺 件 っ の 、 は
し の た ブ マ ジ
て 捜 。 ル ル フ
い 査 そ ガ コ コ
た を し リ フ フ
。 続 て ア は 議
そ け ス の そ 長
し る ト ス れ の
て と ヤ ト よ 誕
二 述 ノ ヤ り 生
べ フ ノ は 日（
た 元 フ 少 で）
。 大 大 し あ

あ 人 政 は 十 ー
る の 権 Ｋ 九 ・
中 妻 崩 Ｇ 歳 ブ
産 ア 壊 Ｂ で リ
階 ナ 後 と あ ッ
級 ベ 、 ブ っ ジ
の ル ブ ル た の
多 ・ ル ガ 。 バ
く マ ガ リ 彼 ス
住 ル リ ア の 停
む コ ア の 死 で
住 フ 内 秘 に バ
宅 夫 務 密 つ ス

ジ 批
フ 判
コ し
フ た
議 。
長 マ
は ル
国 コ
フ

評 の
議 放
会 送
で は

き
た
。
二

五
年
五
月
六
日

年 し 統 統 長 り
に か 領 領 く 、
ブ し は は 生 二
ル マ 、 Ｂ き 日
ガ ル ブ Ｂ 、 後
リ コ ル Ｃ 殺 の
ア フ ガ に 害 ブ
で の リ 対 者 ル
は 死 ア し の ガ
こ に の 、 意 リ
の 関 元 マ 向 ア
事 す 秘 ル を 共

街 人 省 警 い を
に を で 察 て 待
、 訪 大 の 調 っ
二 ね 量 仕 査 て
人 た の 業 し い
の 。 改 で た る
愛 か 造 あ 検 と
娘 つ し る 視 き
サ て た と 官 、
ー Ｂ 傘 広 は 傘
シ Ｂ が く 、 に
ャ Ｃ 発 信 マ 仕

、 ブ
マ ル
ル ガ
コ リ
フ ア
の に
ラ お
ジ け
オ る
放 反
送 体
を 制
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ヘ 離 星 タ ま 際 る 可 ジ 時 コ の
問
題
が
残
っ
て
い
る
の
は
コ
ソ
ボ

ル 独 国 東 イ で 二放
ツ 立 欧 の に 送
ェ 運 に 語 各 、 と
ゴ 動 対 放 言 ブ 七し
ビ や す 送 語 ル 年て
ナ 内 る の 放 ガ かは
の 戦 多 送 リ ら初「
内 が 自 く を ア ワの
戦 勃 由 は 終 、 ーテ
終 発 世 第 了 チ ルレ
結 す 界 二 し ェ ドビ
か る 」 次 た コ ・放
ら な の 世 。 、 サ送

人 能 フ
た な コ
ち 新 フ
の し 議
シ い 長
ン 情 が
ボ 報 正
ル 」 式
で を に
あ 調 許
り 査 可
続 中 し
け で た

代 フ 『
、 殺 サ
ブ 害 ン
ル の デ
ガ 容 ー
リ 疑 ・
ア 者 タ
秘 を イ
密 割 ム
警 り ズ
察 出 』
が し に（
イ た よ）

の
将
来
で
、
昨
年
十
一
月
、
国
連

十 ど ラ 界 ハ ーで
年 予 ジ 大 ン ビあ
。 断 オ 戦 ガ スる
旧 を に 中 リ は。
ユ 許 な に ー ア必
ー さ っ 始 、 ラ要
ゴ な た ま ポ ビな
ス い 。 っ ー ア年
ラ 状 冷 た ラ 語間
ビ 況 戦 が ン テ経
ア が 終 、 ド レ費
の 続 結 戦 、 ビ千状 い 後 後 ク 放九

て あ 政
い る 治
る と 的
。 発 暗
表 殺
し の（
た 一）
。 つ
今 で
で あ
も っ
マ た
ル 。

タ 。 る
リ ソ と
ア フ 、
生 ィ ブ
ま ア ル
れ 在 ガ
の 住 リ
デ の ア
ン ジ の
マ ャ 日
ー ー 刊（
ク ナ 紙）
人 リ （

特
使
に
よ
る
コ
ソ
ボ
の
将
来
の
地

況 た 、 、 ロ 送百は 。 ユ 冷 ア を万政 ク ー 戦 チ 開ポ治 ロ ゴ 構 ア 始ン的 ア ス 造 、 すドに チ ラ が ス る（安 ア ビ 強 ロ 予三
定 で ア ま バ 定十
し の で る キ で八
て 内 は に ア あ億

円い 戦 、 つ 、 る
）る 終 エ れ ス が
捻と 結 ス 、 ロ 、

コ こ
フ の
は リ
、 ー
ブ ク
ル を
ガ 受
リ け
ア て
人 、
に ス
と コ
っ ッ

エ ス
ー ト
ジ が

）ェ 六
がン 年
秘ト か
密に け
警、 た
察マ 調
のル 査
フコ で
ァフ 発
イ殺 見

位
を
確
定
す
る
た
め
の
仲
介
活

出み か ニ Ｂ ベ こ
のな ら シ Ｂ ニ れ
たさ 約 テ Ｃ ア は
めれ 十 ィ 放 、 、
、て 五 ー 送 ギ 英
二い 年 の は リ 国

る 、 対 ソ シ 政
。 ボ 立 連 ア 府

六唯 ス か と 、 資
年一 ニ ら そ カ 金
三深 ア 、 の ザ の

刻 ・ 分 衛 フ 月 国
、

て ト
は ラ
前 ン
共 ド
産 ・
党 ヤ
政 ー
権 ド
を は
批 「
判 入
す 手

ル害 し
のを た
内命 書
容じ 類
をた に
リと よ
ーい れ
クう ば
し。 、
、こ 共
マれ 産

は 党 ル
、
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や Ｂ 数 の あ 省 も ビ 観 い た し 独 欧 動
ク
ロ
ア
チ
ア
語
部
シ
ニ
ア
・
プ
ロ

ポ Ｂ は 重 今 る の 戦
ー Ｃ 非 要 回 こ 関 時
ラ の 常 性 の と 接 で
ン 番 に が 十 を 的 も
ド 組 減 増 言 示 な 、
の を 少 す 語 す 影 最
よ 再 し 中 放 と 響 も
う 放 て 、 送 し で 効
な 送 い そ の て 、 果
大 し き う 中 非 あ 的
き て て し 止 難 る な
な い い た に さ 言 プ
部 る る 国 つ れ 語 ロ（

ス 実 的 る Ｂ 」 た
は 際 で 。 Ｂ と 。
長 、 独 し Ｃ い ロ（
期 英 立 か は う ン）
間 国 し し 外 。 ド
放 政 て 、 務 ン
送 府 い 外 省 の
す と る 務 と ア
る 政 の 省 提 ラ
こ 治 か に 携 ビ
と は 財 関 ア
で は 疑 源 係 語
、 、 問 と が 新

立 がの
し 開政
た 始治
自 さ的
由 れ安
な た定
メ 。、
デ 今経
ィ 年済
ア 、的
が 旧繁
あ ユ栄
る ー、

デ
ュ
ー
サ
ー
の
ジ
ャ
ル
コ
・
ボ
デ

や 多 。 々 い る の パ）
タ く 人 へ て 。 放 ガ
イ の 々 の も 送 ン
語 放 は 英 、 を ダ
放 送 ラ 国 該 簡 は
送 局 ジ の 当 単 正
の が オ 影 地 に 確
当 、 よ 響 域 始 さ
惑 Ｂ り 力 に め 、
は Ｂ テ が 関 た 「

客大 Ｃ レ 弱 係 り
観き の ビ ま す 、
性い 閉 を る る 中

確 あ で 、 あ 聞
立 る あ 最 っ の
し 地 る 近 て 編
安 域 と ま も 集
定 の い で 、 者
し 危 う は 編 は
た 機 意 、 集 、
評 が 見 放 権 「

心価 去 も 送 を
情る あ ス 握（ のと る ケ り） 闘正 、 。 ジ 、
い確 当 ュ 番

と ゴＥ
み スＵ
な ラ（
し ビ欧

州、 ア
連東 向
合欧 け
）語 の加放 ク
盟送 ロ
にの ア
よ多 チ
るく ア
国ィ

ネ
リ
ッ
ク
は
今
回
の
閉
鎖
に
つ

」。 鎖 視 と 一 止
とに 聴 予 部 し

は す 測 の た 「
真困 る す 下 り
実惑 よ る 院 す
」し う 人 議 る
のて に も 員 の
上い な い や は
にる っ る 外 、
築。 て 。 交 Ｂ
か特 い 実 官 Ｂ
れに く 際 た Ｃ
る、 と に ち が

はさ 該 ー 組
、と 地 ル は
二信 域 を 政
万頼 の 握 府
八言 ら か
千語 れ ら
六を 放 て は
百聴 送 い 「
万取 を た 独
の者 閉 と 立
アの 鎖 い し
ラ間 し う た
ビに よ こ 専

は と
際そ ス
情の ロ
勢使 ベ
の命 ニ
変を ア
化終 の
をえ 二
考た 言
慮と 語
し判 の
、断 放
さし 送

い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

も非 指 、 の 英
の常 摘 東 中 国
でに す 欧 に の
あ成 る の は プ
る功 人 ラ 、 ロ
。し も ジ Ｅ パ
Ｂて 多 オ Ｕ ガ
Ｂい い の の ン
Ｃた 。 聴 新 ダ
がチ し 取 加 装
外ェ か 者 入 置

コ し の 国 で 務
、

ア確 う と 門
語立 と か
をさ す ら 」
話せ る 、 に
すて 。 Ｂ よ
人き ワ Ｂ っ
がた ー Ｃ て
目。 ル が 伝
標平 ド 完 え
に和 ・ 璧 ら
な時 サ に れ

で ー 客 て っ

ら、 が
にそ 終
、れ 了
多ら し（
くを た）の閉 。
東鎖 Ｂ
欧す Ｂ
諸る Ｃ
国こ は
にと 、

に は 東
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止 に た ビ ち パ タ 大 イ 能 年 道 聴 る
一
九
九
六
年
、
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ

し よ 。 ッ Ｂ の
た っ こ ト Ｂ 積
。 て の と Ｃ 極
高 放 Ｂ は 的
い 送 Ｂ か な
評 局 Ｃ つ 運
価 は が て 動
を 放 合 、 に
得 送 弁 ア も
た 開 で ラ か
。 始 ニ ビ か
し 直 ュ ア わ
か 後 ー 語 ら

ー 学 外 で の 一イ
セ の 務 あ ク 方語
ン Ｆ 省 る ー 一放
ト Ｍ の と デ 九送
以 放 上 、 タ 四を
下 送 層 放 ー 一支
の で 部 送 の 年援
人 再 、 終 際 にす
た 放 そ 了 に 、る
ち 送 し に 見 放ウ
し さ て 抗 せ 送ェ
か れ 多 議 た 開ブ
英 て く す タ 始サ

を い 。
し て 「

最て い 新き る のた 。 調Ｂ ク 査Ｂ ロ にＣ ア よの チ れ番 ア ば組 や 、が 東 クな 欧
ロは

、
こ
の
失
職
し
た
専
門
ス
タ
ッ

し か ス テ ず
オ ら チ レ 、
ー 、 ャ ビ 二
ビ Ｂ ン 放
ッ Ｂ ネ 送
ト Ｃ ル を 六
は が を 試 年
、 訓 開 み 一
サ 練 設 た 月
ウ を し こ 十
ジ 行 た と 三
政 っ が が 日
権 た 、 あ に

語 い の る イ しイ
を る 学 人 語 たト
話 こ 者 が 部 タも
さ と た 多 ジ イ開
な も ち く ャ 語か
い あ が い ー 放れ （

（の り 積 た ナ 送）た）で 、 極 。 リ の。、 多 的 Ｎ ス 聴Ｂ多 く な Ｇ ト 取Ｂく の 反 Ｏ の 者Ｃの 大 対 関 よ たワ人 学 運 係 う ちー

く 諸
アな 国
チる の
アこ メ
語と デ
放は ィ
送、 ア
はメ は
地デ 成
元ィ 長
のア し
ラ空 、
ジ間 よ

フ
を
雇
用
し
た
。
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー

の ス 編 る 、
圧 タ 集 。 最
制 ッ 権 一 後
と フ を 九 の
贈 た め 九 放
賄 ち ぐ 四 送
に の る 年 が
関 専 対 に 行
す 門 立 、 わ
る 性 か サ れ
批 の ら ウ た
判 高 ジ 。
を さ わ ア

々 が 動 者 な はルは タ を 、 活 、ドワ イ 行 元 躍 積のー 語 っ 首 は 極放ル 放 た 相 、 的
送ド 送 。 、 タ に
にの 支 タ 現 イ タ
は番 援 イ 在 本 イ
タ組 の で の 国 語
イは た は 教 の 放
語理 め Ｂ 育 マ 送
の解 の Ｂ 相 ス の
訳で セ Ｃ 、 ・ 存

オに り
局ポ 洗
のッ 練
再カ し
放リ て
送と き
をし て
含た は
め穴 い
てが る
、あ が
人く 、
口こ 地

ラ
は
編
集
の
自
由
を
獲
得
し
、

し と ず ラ
た 、 か ビ
こ 独 十 ア
と 立 八 の
に し カ 衛
憤 た 月 星
り 編 で テ
、 集 中 レ
放 ス 止 ビ
送 タ に ・
を ン な オ
中 ス っ ー

はき ミ タ タ メ 続
つな ナ イ イ デ 運
いい ー 語 上 ィ 動
て。 を 放 院 ア を
おこ 開 送 外 環 行
らう い の 交 境 っ
ずし た 番 委 で た
、た 。 組 員 は 。
人聴 さ が 会 ほ 一
口取 ら 地 長 ぼ 九
の者 に 元 、 不 九

た 五 、 の タ 可 二

のと 元
約で の
一あ 言
二り 葉
パ、 に
ー淋 よ
セし る
ンい 高
ト」 い。 の質
人の

報 が
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聴 ア ュ の 特 二 の っ ビ に を 回 い と 最 反
者
の
調
査
で
は
、
八

九

パ

ラ そ ー 集 百 調 アも
ビ し ス 番 万 査 ラア
ア て を 組 人 に ビラ
語 二 読 と 以 よ アビ
テ ん 英 上 れ 語ア
レ で 語 が ば は語
ビ 七 い 教 定 、 ワで
放 年 る 育 期 Ｂ ーあ
送 、 。 番 的 Ｂ ルる
を ワ 組 に Ｃ ド。
開 ー な Ｂ ア ・
始 ル ど Ｂ ラ サ
す ド を Ｃ ビ ー

て に 影 の う海 そ
い 汎 響 決 伝外 の
る ア を 定 統の 手
。 ラ 与 も を人 段
ブ え 政 守々 が
的 て 府 るに 誤
に い に 」与 っ
ア な よ とえ て
ク い る いる い
セ し 中 うの た
ス 、 東 。で 」
で 外 情 消は と
き 部 報 息な し

ワ 近 対
ー 、 党
ア 、ル
ル 反ド
ジ 体サ
ャ 制ー
ジ 人ビ
ー 物ス
ラ がの
は 、チ
、 初ャ
国 めッ
際 てプ

ー
セ
ン
ト
の
人
が
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
ア
ラ

る ・ 二 ア ア ビ
。 サ 十 ラ 語 ス
一 ー 四 ビ ラ が
日 ビ 時 ア ジ 一
に ス 間 語 オ 九

は十 は 放 放 放 三
二二 、 送 送 送 八
十時 最 し を は 年
四間 初 て 聴 人 に
時で の い い 気 、
間、 外 る て が 最
、将 国 。 い 高 初
ニ来 語 ま る く に

る か 戦 筋 、い
こ ら 略 は 「か 今と の と Ｂと 回に 圧 し Ｂ複 はよ 力 て Ｃ雑 Ｂっ は の がな Ｂて な 判 編反 Ｃ、 い 断 集応 単Ｂ 」 で 権を 独Ｂ と は はみ でＣ し な 独せ のの 、 い 立て 進ラ ア か しい

ニ 自マ
ュ らン
ー の局
ス 見長
報 解は
道 を以
で 発前
評 表の
価 すア
を るラ
得 場ビ
て とア
お な語

ビ
ア
語
テ
レ
ビ
放
送
を
見
る
と
み

ュは テ た 。 、 ラ
ー二 レ 一 二 英 ジ
ス十 ビ 九 国 オ
と四 放 九 が 放
分時 送 八 一 イ 送
析間 と 年 年 ラ し
を放 し に 以 ク た
掲送 て 、 降 戦 外
載に 、 最 、 争 国
しす ロ 初 ア に 語
、る ン に ラ 関 で
毎予 ド 外 ビ 与 あ
月定 ン 国 ア し る

出ジ ル 、 てる でオ ジ Ｂ い。 あと ャ Ｂ るこ りオ ジ Ｃ とれ 、ン ー が はに まラ ラ 政 い対 たイ な 府 えし 編ン ど の どチ 集は の 国 もャ 権包 ラ 際 、ッ は囲 イ 戦 運プ 、網 バ 略 営マ 政を ル に 資ン

り りテ
、 、レ 「 アビ ア ラ放 ラ ビ送 ビ アの ア に失 の お敗 Ｂ けに Ｂ るつ Ｃ 国い 」

て と 統、 呼ら
れ
て
い
る
。

千だ と 語 語 た 。
七。 カ で 放 に ア
百こ イ ウ 送 も ラ
万の ロ ェ は か ビ
人地 に ブ ニ か ア
が域 本 サ ュ わ 世
オの 拠 イ ー ら 界
ン衛 地 ト ス ず の
ラ星 を を ・ 、 メ
イ放 置 開 分 週 デ
ン送 い い 析 に ィ

視 て ニ た ・ 千 ア

府築 の 利 金局 かか 影 用 は長 られ 響 さ すは のる 力 れ べ、 干可 の て て「
政 渉能 増 い 国

を府性 大 る 費
は 受が 、 と で
こ けあ 衛 い あ
の なる 星 う り
決 いと テ 印 、

語 レ 定 今 と

制「 ぶ放 の人送 放もに 送い関 独（る）す 占ほる はど資 崩で金 壊あモ しるデ た。ル 。
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ワールド・サービス

ユ 貿 ク も る に し て ス レ い 五 が
ワ
ー
ル
ド
・
サ
ー
ビ
ス
は
ワ
ー
ル

ー セ 可 。 ワ易
ザ ス 能 ワ ーに
ー が で ー ル反
が あ あ ル ドす
閲 っ る ド ・る
覧 た 。 ・ サと ）
す 。 そ サ ーの
る 公 し ー ビ不
と 共 て ビ ス満
、 財 オ ス はが
そ 源 ン ・ 、上
の で ラ ラ 短 （が

）国 賄 イ ジ 波っ

お い ア も ビ 英も
け Ｂ ル 二 放 語強
る Ｂ ジ 送 の敵
民 Ｃ ャ を イと
主 の ジ 六 行 スな
主 ア ー 年 っ ラる
義 ラ ラ 末 て ムが
と ビ 、 ま い 系、
本 ア ア で る ニ競
物 語 ル に 。 ュ争
の テ ア 、 ド ーの
政 レ ラ 新 イ ス激
治 ビ ビ た ツ チ化

千 信 現
万 じ 在
人 ら 、
が れ 百
見 て 以
て い 上
い な の
る い ア
。 。 ラ
ア 彼 ビ
ル ら ア
ジ の 語
ャ 放 放

ド
（
国
際
テ
レ
ビ
放
送
）、
オ
ン
ラ

際 わ ン オ ラて
版 れ に は ジい
の て は イ オる
周 い 、 ン 放。
辺 る 二 タ 送Ｂ
的 オ ー かＢ
な ン ネ らＣコ ラ 五 ッ 主はス イ 年 ト 要ニト ン 三 で なュは の 月 も 国ーワ ニ ま 聴 際スー ュ で 取 的の

的 放 ア に も ャは
改 送 の 国 ド ン健
革 と ス 際 イ ネ全
へ と ポ 情 チ ルで
向 も ー 報 ェ があ
け に ク チ ベ サる
て 、 ス ャ レ ウと
の こ マ ン ・ ジ語（先 う ン ネ テ アる）導 し た ル レ ラ。
役 た ち を ビ ビま
に 新 は 開 で アた
な 放 、 局 一 でロ

ジ 送 送
ー の が
ラ プ す
は ロ で
二 と に
し 存
て 在

六 の し
年 質 て
三 は い
月 非 る
か 常 が
ら に 、

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
結
ん
で
、「
地

ル ー の 可 なウド ス 一 能 マェ・ 報 年 で ルブサ 道 間 あ チサー が で る メ
イビ 英 、 し デ
トス 国 全 、 ィ
をの 外 世 ニ ア
国財 で 界 ュ ・
内源 自 か ー ネ
用か 由 ら ス ッ
とら に 年 や ト
海賄 入 間 番 ワ

る 送 Ｂ し 日 準ン
と 局 Ｂ 、 三 備ド
の が Ｃ ア 時 中ン
期 、 ア ラ 間 で発
待 対 ラ ビ の あ行
も 話 ビ ア ア るの
あ 、 ア 語 ラ 。ア
る 討 語 放 ビ まラ
、 論 テ 送 ア たビ
と 、 レ も 語 アア
い 自 ビ 行 放 メ語（
う 由 放 う 送 リ新）
。 な 送 予 を カ聞

、 貧 国
英 弱
語 と の
ニ み 統
ュ な 制
ー さ を
ス れ 受
チ て け
ャ い て
ン る い
ネ 。 る
ル 唯 か
を 一 、

球
的
会
話
」
を
行
い
た
い
と
し

外わ 手 三 組 ー
用れ 可 億 を ク
のる 能 二 Ｍ に
二よ な 千 Ｐ 変
つう の 四 ３ 身
作に で 百 に し
りな 、 万 録 よ
、っ こ ペ 音 う
英て れ ー す と
国い は ジ る し
外る 公 の こ て

。 の 正 ア と い

言 は 定 始 は（
論 中 で め ア
の 東 あ て ラ
新 衛 る い ビ

）時 星 。 る ア
の代 テ 。 語
編に レ そ の
集、 ビ し ラ
者こ 局 て ジ
はの に フ オ
、地 と ラ ・

域 新 っ ン テ

開 の ま
局 例 た
す 外 は
る が 、
予 ア 視
定 ル 聴
で ジ 者
あ ャ に
る ジ 放
。 ー 送
新 ラ 内
し で 容
、
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ド イ グ る で 題 ロ れ 組 主 送（ い る て（ （
２ １
） ）
蓑
葉
信
弘
『
Ｂ
Ｂ
Ｃ
イ
ギ
リ
ス
放

注 ・ ラ ロ こ あ ワ
サ ン ー と る ー
ー ド バ で 。 ル
ビ 」 ル 道 贈 ド
ス で な 徳 物 ・
の あ モ 的 と サ
活 る デ 義 は ー
動 が ル 理 、 ビ
は 、 に を 人 ス
政 そ な 感 類 の
府 れ り じ 学 国
の は 、 、 的 際
意 、 英 返 に 社

に ー ワ る み 義 さ）
し バ ー 。 」 的 れ
た リ が 目 てル
い ゼ 見 的 いド
。 ー ら の る・
シ れ 狭 。サ
ョ る い こー
ン 。 モ うビ
と 即 デ しス
メ ち ル たを
デ 、 をど 「
ィ グ 採 情の
ア ロ 用 報程

る よ い
。 う る
今 に 。
日 す 新
の る し
問 と い
題 い 相
を う 互
ラ 。 交
ジ 距 換
オ 離 の
、 、 サ
テ 言 ー

送
協
会
』
東
信
堂
、
二

二
年
、
二
一

向 国 礼 い 会
も 固 の を え に
国 に 影 し ば お
民 島 響 な 、 け
の 国 を け 与 る
価 で 強 れ え 情
値 あ 化 ば 手 報
観 り し な は ・
・ な て ら 与 文
世 が い な え 化
界 ら る い る 活
観 、 。 と こ 動
・ 冷 二 思 と は（

、 ー し度新 バ て 教、技 ル い 育「
外術 な る 」
交と 人 と と

メ 類 い いの
デ 共 え う道
ィ 通 よ 放具
ア の う 送」
な 問 。 のと
ど 題 ま あい
と の た りえ
の 解 、 方る

レ 語 ビ
ビ 、 ス
、 文 を
オ 化 す
ン に る
ラ よ こ
イ っ と
ン て で
で 分 、
世 断 よ
界 さ り
的 れ 多
に て く

四
頁
。

期 酷 十 う で） 「
待 な 一 。 プ 英
も 国 世 今 レ 国
反 際 紀 、 ス か
映 主 初 Ｂ テ らし 義 頭 Ｂ ー 世て 者 の Ｃ ジ 界い と コ は を へる い ス 、 高 のと う モ こ め 最い こ ポ う る 高え と リ し 一 のよ で タ た 方 贈

関 決 ニ はの
連 を ュ 、か
か 求 ー ハ、
ら め ス ーま
、 る 流 バた考 世 通 ー「察 論 の マ文す の グ ス化べ 形 ロ 的帝き 成 ー 公国点 に バ 共主は 貢 ル 圏（
義多 献 化 の）
」

討 い の
論 る 人
す 社 々
る 会 が
新 間 世
し の 界
い コ の
形 ミ 出
の ュ 来
番 ニ 事
組 ケ に
ー コ「

ト シ メ
う あ ン 活 で 物。 る な 動 、 」と 英 を 受 （

アい 国 通 け（
ナう は じ 手） ン。 て は「
国Ｂ ワ 、 贈 連Ｂ ー 商 り 事Ｃ ル 業 物 務

ワ ド 的 を 総
ー ・ に 受 長
ル ア 、 け ）

く し に あ「
あ よ 伴 りメ
る う う 方デ
が と でィ 「
、 い 理 あア
そ う 想 り帝
れ 意 主 、国
は 欲 義 放主今 が 的 送義後 感 報 の」、の じ 道 民
課 グ ら 枠 主

ー ョ ン
キ ン ト
ン に し
グ 役 た
・ 立 り（
ポ ち 貢）
イ た 献
ン い し
ト と た
」 考 り
も え 出
放 て 来
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（ （

） ）

（ （ （ （ （ （ （ （ （

） ） ） ） ） ） ） ） ）コ
同 大 ミ 津
上 蔵 ュ 田
書 雄 ニ 正
、 之 ケ 太
六 助 ー 郎
一 シ『 「
頁 こ ョ マ
。 ち ン ス
ら 研 ・
ロ 究 メ
ン 所 デ
ド 紀 ィ
ン 要 ア

（ （ （ （ （ （ （ （
９ ８ ７ ６ ５

） ） ） ） ） ） ） ）
蓑
葉
前
掲
書
、
八
頁
。

（ （
４ ３
） ）る の 示

が 特目 し
、 許的 た
Ｂ 状、 文
Ｂ 権 書 （
Ｃ 限 で
は 、 あ
伝 責 る
統 務 。
的 を 一
に 定 九
特 め 二 ）
殊 た 七 と
な 。 年 は

Ｂ 』 と
Ｂ 五 国
Ｃ 三 民
』 号 統
サ 、 合
イ 二
マ
ル 戦
出 三 間
版 年 期
会 。 イ
、 ギ
一 リ
九 ス
八 の
三

地 現 か 、
位 在 ら 元
が は 十 々
与 、 年 は
え 第 の 、
ら 七 期 君
れ 次 限 主
て 特 で が
い 許 発 法
る 状 行 人
。 で さ 団
、 れ 体
今 た ・
年 第 植
末 一 民

国
年 民
、 統
五 合八 に頁 お。 け

る
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
の
役

に 次 地
期 特 ・
限 許 自
が 状 治
切 で 都
れ 、 市
る ジ ・
。 ョ 組
な ー 合
お ジ ・
商 五 会
業 世 社
放 が な
送 Ｂ ど
は Ｂ に
議 Ｃ 与

割
」『
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
・

会 の え
制 法 る
定 人 特
と法 権
し や（

放 て 創
送 の 設
法 設 の
） 立 条
の を 件
制 認 な
約 どめ
が 、 を
あ そ 明
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（

）リ
バ
ン
時
代
を
振
り
返
り
、「（
Ｂ
Ｂ

（ （ （ （ （

） ） ） ） ） は 使 関 そ
、 わ のす
主 れ 国る
と る 民好
し 。 の意
て し 間的
、 た にな
意 が 、イ
見 っ 外メ

ロ交 て 交ー
ー換 、 政ジ
ン、 国 策を
ズ意 際 に、
リ図 ラ お広

（ （ （ （

） ） ） ）ら に 国 キ ジ カ
れ 、 、 中ル の
る ト 広 南ギ 言 ア
） ル 東 米ス 語 ラ。 、コ 、 ） ビ、語 イ ウ ポアポンは ズ ル、ル欧 ド トベ フトネ州 ク ガラガと シ 。 ルンルア中 、南 ス、、東 ア ス、ソベ向 ジ ペハマトけ イア ウ

（ （ （

） ） ）二
七 ジ
、 ョ
五 ー
三 ジ
・

頁 オ
。 ー
ウ
ェ
ル
、
Ｗ
・

Ｃ
は
）
世
界
に
関
す
る
私
た
ち
の
学
校

ーを ジ けい
は明 オ る世
、確 放 世界
国に 送 論の
際し は を人
ラ、 外 形々
ジ厳 交 成に
オし 政 し伝
放い 策 、え
送取 の 国る
は引 形 民の
外や 成 にに
交脅 、 行使
手威 実 動わ
段を 行 をれ

与 に

リナに ンサ、ム、 。ベ 、ス。ま 欧ン キワそた 州ガ ニヒのア リ アリ他ラ ア、 ル。、ビ ルヒ ワ中元ア バン ン東英語 ニデ ダ
領は アィ ア （
のア 、ー 主ラカフ 、 マとビリリ ネ ケしアブカ パ ドて、海と ー ニルパ

Ｊ
・
ウ
ェ
ス
ト
編
、
甲

弦
・
三
澤
佳

で
あ
り 二、
大
学 四で 年し 、た チ。
ャ…
ッ…
プ私
マた
ンち
局に

、 起て
え も予 こいず な想 さるに るに せ。、 と関 るこ説 し係 この得 、し と場す 次て が合る のい で、こ よる き「

民と うと る
主で にい 。

あ 主 主え そ
る 義 張る し

」 す。 て（ 「 る多 、正

諸中 ル アワシ島東 、 、ンュ向向 シ ルダトけけ ン ー他ゥのに マハ 、ー英放 リ ニコ、語送 、 アンペ放さ 、タ ゴル送れ ミ ロ東シもて ル シ部アあい 、 ア・、るる ウ 、ウトが ル セガ（ ル、 ポ ルド ンコル言 ビゥ ダ。ト語 ー ア南

子
・
奥
山
康
治
訳
『
戦
争
と
ラ
ジ
オ

Ｂ
長、
はア
首フ
都ガ
カニ
ブス
ータ
ルン
での
、ニ
老ュ
人ー
がス

と タ

。く 国義 情の 」 報外 の「
合 を交 政
法 対的 策
」コ 決

） と 国ミ 定。
い のュ 、
う 全ニ 行
言 国ケ 動
葉 民ー 、
が にシ 地
よ 伝ョ 位

ン く に え
、
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Ｂ
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代
』
晶
文
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、
一
九
九
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ン
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（ （ （
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Ｂ
Ｃ
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京
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フ お
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ブ ス
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イ ン
ト の
に 人
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簡 のを単 お代に 互理ア い
のク の
サセ 存
ース 在
バで を
ーき 教

。 バ る
ン 講
ク 演
・ 会
ク 。
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
、
二

をる え
通こ て
しと く
ても れ
読あ た
むる 」
こ。 と
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で さ
き れ
る た
。 と
皮 い
肉 う

五
年
、
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一
五
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を 二
止 人
め に
る 助
と 言
い を
う 与
役 え
割 て
を い
し る
た シ
と ー

（ （ （

） ） ）話 ュ 常 ら 相
ー 二 事 タし の に

態 イた デ 横を
宣。 でモ 滑し
言私 六 はりた
を年 、た しと最
発 一ち 三 軍 た初
令 九の 月 たとで
し 九放 ま 警 め唯
、 、 一送 で 察一
反 年後 タ バがの
政、 ン のイ 衝メ
府軍 語 コ ク突デ
運 ーが ク部 、ィ

（

） セ ィ と 送 さ ト あ 崩 サ
ル 、 ーネ は れ を る 壊
ビ 各 。 はリ 一 た 放 は
ア 々 。 ク 一ッ 棄 Ｂ度
と の そ ロ 緒ク も す Ｂ
ク 共 の アは る Ｃ に創
ロ 通、 数 チ 仕設 と の
ア 語 ア「 年 決 こ 事さボチ と 前 と を意 のれスア 宗 セに しな し 地ニ語 、教 ル たた 域かア部 マ ビ 。。っ へ語 （
が ム ケ 目Ｂ ア のた放そ ス ド が 的Ｂ。 放

（ （ （ （

） ） ） ）
第ク
二ロ
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直う
前の
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信 ン
じ の
て ビ
い デ
る オ
」 が
と テ
述 レ
べ ビ
て で
い 放
る 映
。 さ
れ
、

動駐 デ長 で軍ア
の タ屯 を が はで
リ ー地 務 軍デあ
ー 後へ め モ 人っ
ダ の戻 た 政た
ー 民り ソ 府に。
で 政始 ム に発「

首 あ 移め チ 反砲
相 っ 管、 対ャ し
は たプ のイ 、 す
、 チ たミ ・ 流 る
私 ャ めポ ス 血 国
た ム 、ン ワ 民の
ち ロ 九国 ン 事 の
の ン 二王 ボ 大態
イ 道

送の ニ はリ Ｃ 二ボ 送不地 、ム ア は つス に成域 、 語 こ信 のニ も立向 の正 と 頼 国ア 影のけ 教 ア 地性 に・ 響理の 域会 ルヘ を 分 を由特 、 バ の維 離ル 与は別 カ ナニツ 持 す えこ番 ト チア るェ す たれ組 リ ス語 る 時 。ゴらを ッ 、 とのビ た セの作 ク 放 地 地め ルナ差り ） 元 元送 、は ビ異、 か が こ の のア三が地 ら 、 人 協の とつ政元
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Ｂの
Ｂ呼
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スで
ロ、
ベセ
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アビ
語ア
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ルロ
ボア状

況
は
平
常
化
し
た
。
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は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は

年の ン を 規
ン 義 三言 に 模招
タ 党 月葉 よ い な
ビ 党 にを れ デた
ュ 首 総聞 ば 。 モ
ー を 選く 、 翌 が
の 逮 挙た Ｂ 日 繰
中 捕 がＢ 、め り
で す 行に Ｃ ス 返
、 る わ、 タ チ さ
チ な街 れイ ン れ
ャ ど た頭 語 ダ て
ム 弾 。で 放 首 い
ロ 圧 しの 送 相 た
ン を か戦 は 。（

強道 、 しい 当 五

な そ 事 た 力クの治の る の ち 政態 ロエ的放 複 地 に は 権アスに送 雑 域 非 の合 チニ地局 のな わ 常 プアシ雷が 国 政 に ロせ のテ原そ で 治 ざ 言 パプィにれ 的 葉あ る ガローなを る 現 に ンを デる （
再 。 実 つえ ダボ ュと放 ク を い にス な ー判送 ロ 反 てか サ 対ニ断し ア 映 敏 ー 抗っアして す 感 はチ ・ た すたい ア る 。 で 別 るムかた 々た そ 、語 ス た

チ
クア
ロの
ア言
チ葉
アが
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ーた
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ラ、
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アル
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イ
の
人
々
が
お
互
い
に
殺
し
あ
う

化義 ス当 時は 月
し党 時 ） チ中 十
て党 は ンの止 七
い首 ス バ ダし 日
たと チ ン 前た の
。国 コ 国よ ン 夜

王 ダ ク 軍う か
に と 最に 首 ら
会 相 そ 、 高見
い の 司え に 市
に イ 周 民 令た
行。 ン 辺 や 官
く国 タ に 学 が

王 と ビ 非 生 首

ら。 セ にめ しの リ めで 仕に て ルシ でムあ 、 ボ 事、 形ニ あろ ス を成セ っアう ロ ク すル さプ た」 ベ ロ る 。ビ れロと ニ ア よた ユアデ語 ー、 。 ア チ うュる ボ 語 ア に ゴクー。 スロ ス 放 の なサ代 ニ 送 コ っ ラー アわ 、 ア が ン た ビチり ボ 語 拡 セ の アアに デ ） 放 大 プ で の、
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筆
者
は
一
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外
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語
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セ
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ー
非
常

（ （ （ （ （ （ （

） ） ） ） ） ） ）の ミ
ジ 鶴 理 ユュ
ョ 木 論 ルニ
ン ゲケ
・ 下 イ ン「
ト マ 巻 ・シ
ム ス 』 ハョ
リ メ 未 ーン
ン デ 来 バ的
ソ ィ 社 ー行
ン ア 、 マ為
、 の 一 スの
片 国 九 、理
岡 際 八 細論
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講
師
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会
人
類
学
専
攻
）

信 環 七 谷
訳 境 年 貞中
監 。 雄巻『

文 視 訳』
化 機 未 『
帝 能 公来
国 と 共社
主 報 性、
義 道 の一
』 枠 九 構
青 組 八 造
土 み 転六
社 」 年 換
、 『 。 』マ一 未ユス九 ル 来・九 ゲ 社コ三 、ンミ年 ・ 一ュ。 ハ 九ニ ー 七ケ

バ 三ー
ー 年シ
マ 。ョ
ス ユン
、 ル研
丸 ゲ究
山 ン』
高 ・五
司 ハ五
他 ー号
訳 バ、
ー一 『

コ マ九
ミ ス九
ュ 、九
ニ 藤年
ケ 沢、
イ 賢一
シ 一
ョ 郎四
ン 他
的 訳

六 行 『
頁 為 コ
。
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